
『フェードル』における毒の役割

永井 典克

1『演劇作法』を読むラシーヌ:

『ロドギューヌ』から『ミ_トリダート』へ

フェードルとイポリットの悲劇は､17世紀フランスで何回も舞台に乗せら

れてきたが､セネカ以来の伝統に従うフェードルは剣で死ぬことを選んでき

た｡彼女はイポリットを追いかけ､死者の由へ下ろうとする情熱と､自らの
罪を後悔する心を同時に持つ人間として描かれることが多く､剣とイポリッ

トの体の上に注ぎかける血は､フェードルが自分の義理の息子によせる恋の

情念の表象であった｡しかし､ラシーヌはフェードルに伝統と異なる死に方

をさせることを選んだ｡彼女は｢メデがアテネにもたらした毒｣によって死

ぬ｡彼女の死からはイポリットを追いかけていくという愛情は消え､そこに

は自分の罪を怖れ､苦しむ人間が存在することとなったのだ｡伝統から逸脱

する毒による自死は､このフェードル像と深く結びついたものであった1｡こ

の小論では､それまでのフェードルの神話に登場することのなかったにも関

わらず､ラシーヌが舞台にもたらしたこの毒に重点をおきながら､『フェー

ドル』を読みかえすことにしたい｡

まず､ラシーヌは『フェードル』を書いたとき､舞台上で毒が使われると

き､どのような効果を生み出しえるかということに関して十分に意識的であ

ったということから確かめることにしよう｡ラシーヌがドービニヤツク神父

の『演劇作法血伽軸〟g血乃`d加』のページの余白に記した覚書が､その

ことを証拠立ててくれるだろう｡この覚書は､ドービニヤツク神父がピエー

ル･コルネーユの『ロドギューヌ月卸g(1糾7年)』に登場する女王クレオ

パートルについて意見を述べた部分に関するものである｡これによって､ラ

シーヌが舞台上での毒の使用に関して､いかなる考えを持っていたかを知る

ことができるのだ｡それには､まず問題の悲劇『ロドギューヌ』における毒

の表象と､それに関するドービニヤツク神父の意見を検計することにしたい｡

l詳細は､拙論『『フェードル』における死の表象の変遷』､『仏語仏文学研究』､第21

号､東京大学仏語仏文学研究会､2000年､脾3-30を参照｡
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コルネーユは､この悲劇の筋をギリシアの歴史家アレクサンドレイアのア

ッピアーノスの著作から得たとしている｡しかし､コルネーユは､史実とし

てのロドギューヌの物語をそのまま舞台に乗せたのではない｡彼はいくらか

の変吏を物語に加えている｡この差異にこそ私たちは注目しなければならな

い｡そこにこそ作家の特徴が現れるからだ｡事実､ピエール･コルネーユは､
｢彼自身の創造による挿話｣を加えたのでこの戯曲に｢愛着｣を覚えている

と述べているのだ2｡

差異を調べるために､もとになる史実をまずコルネーユによるアッピアー

ノスの引用を要約することで紹介しておこう｡シリアの王ニカノールはパル

ティアとの戦争に負け､捕虜となるが､そこでパルティアの王の姉妹ロドギ

ューヌと結ばれる｡その後ニカノールはシリアに戻るが､元の妻のクレオパ

ートルに殺される｡自分を捨て､ロドギューヌと結婚した夫を憎んだのだ｡

さて､クレオパートルとニカノールの間には2人の息子セレククスとアンチ

ィオキュスがいた｡ニカノールの死後､セレウクスが即位したが､権力を譲

りたくないクレオパートルは彼を弓矢で撃ち殺した｡また､この恐るべき母

親は､続いて即位したアンティオキュスも毒殺しようとするが､罠に気がつ

いたアンチイオキュスに逆にその毒を飲むことを強要されて死ぬことになる｡

コルネーユは｢適切さ｣を与えるため､この悲劇の幾つかの挿話を史実か

ら変更しているが､そのうち､次の2?の変更が重要であろう0

1.ニカノールはロドギューヌと結婚していない｡2人の息子が彼女に恋心

を抱いても､観客を驚かすことがないようにである｡観客は自分の亡

父の妻に対する愛情を恐ろしいものだと思ったであろう｡近親相姦の

愛情は私たちの良俗に反するのだ】｡

2.±ルネーユは､ニカノールの2人の息子のうちのl人であるアンティ

オキュ_スを､気掛.1人物にした｡彼は､最後に母親に自ら毒を飲むよ

う強要することなどしない｡王である息子が母親に毒を飲むように強

二重するのは､良俗庭反するものに思われた4｡

1奉目の変更の轟軋仕草孝三-ヌ碑クレオパートルにとって､夫を奪い､
泰子簸ちの牽頼ま牽奪う哀悼い敵となった｡そのうえ､息子のl人と結婚す

由怒.ロ_F牽ユー車臥彼女より強い権力を握ることになる｡嫉妬に狂う母
l

`･華鱒障■淵田丑嘔電血血心■凡,吻〟乃ちh仇Ⅴ柁∫C叩PJ占ね∫(0.C.),t.Ⅱ,`dG¢O一芸eS

鱒岬囲ぃ■鱒舶鱒咄坤血鱒加如,G劇血犯ヰ19叫p.199-200.
圭ノー唾地取捌曲咄血尺8卸"ち血0.C,L札p.196.
■,舶
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親は､恋敵の命令を聞かなければいけなくなるより､息子たちを殺し､彼ら

がロドギューヌと結ばれることのないようにすることを選ぶ｡コルネーユは､

クレオパートルの息子殺しに､.より強い動機を与えたのである｡

コルネーユは｢この作品は『ロドギューヌ』というより､『クレオパート

ル』というタイトルのほうが相応しかったであろう5｣と述べている｡確かに

この悲劇の主役はクレオパートルであった｡しかし､彼はこの悲劇に『クレ

オパートル』と名づけることはしなかった｡彼はかの有名なエジプト最後の

女王と､この｢第二のメデ｣と呼ばれるに相応しいシリアの女王を観客が混

同しないかと心配したのだ｡コルネーユは､作品中､登場人物が彼女を名前

で呼ぶことのないようにした｡実際､クレオパートルの名前は上演中､一度

も口にされることはない｡

2番目の変更の結果､史実とはことなり､アンティオキュスがクレオパー

トルに毒を飲むことを強要するということがなくなった｡このことを少し詳

しく見ることにしよう｡クレオパートルはアンティオキュスとロドギューヌ

を招き､彼らの結婚を認め､王位を譲ると宣言する｡

今や婚姻のことを第一に考えよう｡

因習に従えば､ここから始めなければいけない｡

婚姻の誓いのもとで結ばれるために

まず私の辛から結婚の杯を受け取りなさい｡

この杯が､おまえの相手に対して

おまえたちの愛と､私の愛情の保証となるように`｡

この杯に毒が仕込まれていたのだ｡結婚を許し､王位を譲るという彼女の

発言は､勿論､彼らを騙し､安心させ､この杯を手に取らせようという罠で

あった｡アンティオキュスは､最初母親の言葉に騙され､杯を手に取るが､

セレククスが暗殺されていたという報告が届いたことにより､クレオパート

ルが出した杯に疑いを持ち､試験をすべきだと考えるようになる｡女王はこ

の杯を取ると､自らが試験をしようと言う｡

私がその試験をしよう｡まだ私の怒りが

なにか恐ろしい効果を生み出すのではと怖れるのか?

5Jあfd

`乃fd.,adeⅥsc血eiv,V.15錮-1594.
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私は忍耐をもって､そのような侮辱を耐えた7｡

ァンティオキュスは､クレオパートルの命がけの行動に騙され､彼女の辛

から再び杯を受け取ると､疑ったことを彼女に謝罪する｡しかし､彼が謝罪

しているわずかの間に､毒は威力を発揮し､女王は倒れることになったのだ｡

従って､クレオパートルは強制されて死ぬのではなく､自らの意志で､ロド

ギューヌとアンティオキュスに飲ませようとした毒を飲み､死んでいったこ

とになる｡彼女は､飲ませようと欲した杯が無害であると騙すために､自ら

毒を飲んだのだ｡

ドービニヤツク神父が『演劇作法』で問題にしているのはこの毒のことで

ある｡彼によると､彼女が飲むこの毒の効き目がすこし早すぎるのだ｡確か

に､彼女が毒を飲んでから死ぬまでの間に､アンチイオキュスは10行も台詞

を言えていない｡このように強い毒による死のような出来事は極めて珍しい

ことであることを考えると､この話は十分準備されていないと神父は主張す

る｡｢この毒によってア.ンティオキュスとロドギューヌから逃れようと思っ

たときに､クレオパートルは､その毒の強さを説明し､その強さに喜びを覚

えていると言わなければいけなかったg｡｣この意見に対して､ラシーヌは次

のような覚書をページの余白に記している｡

それでも困ることに変わりはないであろう｡何故ならば､この毒を飲ん

だものは即座に死ぬであろうと言った後に､ロドギューヌと息子に残りを飲ま

せるために､自らその毒の半分を飲もうとクレオパートルが決意することなど

あるだろうか?ロドギューヌたちが残りの毒を飲む前に､自分が死ぬことにな

ると彼女は考えたであろう｡そうなれば､次の詩句が言われることはない｡

あなたを道連れにしようと､彼女は自ら滅びることを欲したのです､

そして､彼女の死から重みが消えてしまう｡息子の愛情を信じ､別の機会まで

復讐を取っておくべきであった彼女が､強制されることなく(そのほうがより

真実らしく､史実でもあったのに)､心から喜んで自ら死んでいくというだけで

十分であるタ｡

ドービニヤツク神父とは異なり､ラシーヌは『ロドギューヌ』においてク

一助d,Ⅴ.1793-1795.

8M馴E,A仰血お耶血b加i岬血n蝕e血J』地点d加島卸町劫咄上古Jろ血

亀lⅥ唱SCOlqPLites,H,id･R･PICARD,《BibliothBquedelaPl占iade》,Ga11imBLrd,1960,P･991･
タ肋d
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レオパートルの毒の効果が早すぎるとは思わなかったようだ｡毒は､女王が

敵にその残りを飲ませるだけの時間を許すものでなければいけない｡もし､

毒が即効性のものであり､女王がその場で死んでしまったならば､その死か

ら威厳がなくなってしまう｡従って､早すぎるどころか､毒は即効性のもの

であってはいけないのだ｡この毒の効き目の遷さによってこそ､彼女の命を

かけた復讐の意思の強さを表すことが可能になっていたのである｡この遅さ

こそが､彼女の自死にある偉大さを与えている｡毒は死に威厳を与えること

ができる｡ラシーヌのこの注解は､毒が持つこの可能性に気が付いていたこ

とを明らかにしている｡

フェードルの場合を考えてみよう｡ラシーヌはクレオパートルの死の教訓

を忘れていない｡フェードルは自らの罪を告白しようと､舞台に登場したと

き､彼女はすでに毒を飲んでいた｡彼女の場合も､毒を飲んでから死ぬまで

に時間がある｡この時間の使い方が問題なのだ｡死ぬと分かっていながら行

動すること､それは彼女たちが命をかけてもしなければいけないと思ったこ

とであり､そこにこそ彼女たちの意志がもっとも強く表出されている｡彼女

は剣で死ぬこともできたのだ｡だが､そうしなかった｡イポリットに罪を着

せたまま死ぬことはできなかったのだ｡彼女はイポリットの罪を晴らそうと

欲し､毒を飲んだ｡イポリットの無実を訴えようという彼女の意志は死より

も強いものであった｡

剣がすでに私の運命の糸を断ち切っていたことでしよう｡

しかし､私は疑われた徳が苦しむままにしていました｡

私は､あなたがたに後悔の念をお話し､

より時間のかかる道を通り､死者の国へと降りていこうと欲したのです10｡

クレオパートルは復讐のために､フェードルはイポリットの無実を証明す

るために､効果の遅い毒11を飲む｡彼女たちの死は決して軽チ~しいものでは

ない｡その死にはある種の魂の偉大さが備わっている｡それゆえに彼女たち

は悲劇の真のヒロインとなる｡毒によって与えられる時間が､その偉大さの

10RACNE,Ph虐dnetHhob7te,in亀IVT?SC叩P伽s(0.C),t･Ⅰ,6d･GeorgesFORESTIER,

《Biblioth卸edelaPl岳iadeD,MimaLrd,1999,aCteV;schevii,V.1633-1636･
ll全ての毒の効果が遅いわけではない｡ラシーヌ『プリタニキュス』では剣よりも効

果の早い毒が使われている｡また､剣で死ぬ場合でも､時間がかかる例もある｡ジャ

ン･メレ『マル=カントワーヌ』､バンスラード『クレオパートル』のアントワーヌ､

ピエール･コルネーユ『テオドール』のブラシードの死などがその例として挙げられ

る｡
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表象を可能にする要素の1つであったのだ｡

『フェードル』の5年前､ラシーヌは『ミトリダート』で舞台上の毒の効

果をすでに試していた｡ボントスの王ミトリダートの2人の息子クシフアレ

スとファルナスは父親の婚約者モニームを愛している｡そしてモニームはク

シフアレスを愛している｡彼らはミトリダートがローマ軍との戦いの中で死

んだものと信じてしまったが､王は生きていた｡生還したミトリダートは､

モニームとクシフアレスが愛し合っていることに気がつき､嫉妬に駆られ､

この2人を殺し復管しようとする｡

2人の息子が父親の婚約者に恋をし､嫉妬深い父親が息子と自分の婚約者

を殺そうとする｡この悲劇の登場人物は『ロドギューヌ』の登場人物のこと

を思い起こさせずにはいられない｡コルネーユが『ロドギューヌ』で示した

｢適切さ｣を､ラシーヌも『ミトリダート』で保とうとするであろう｡2人

の息子が恋するロドギューヌがニカノールの妻ではなくなったように､『ミ

トリダート』で2人の息子が恋するモニームもミトリダートの妻ではなくな

っている｡この変更は重要である｡この結果『ロドギューヌ』と『ミトリダ

ート』に相似関係が生じることになるからである｡また､後で見るように､

モニームは裏返しのフェードルとでも呼ぶべき人物である｡『ロドギューヌ』

と『ミトリダート』に見られる相似関係は､そのまま『フェードル』の悲劇

へも持ち越されるものとなることを私たちは後で確認することになる｡モニ

ームの変容を調べることは､フェードルの変容を､ひいてはラシーヌのフェ

ードルを理解するのに重要な手がかりを与えてくれるのだ｡では､ラシーヌ

は､モニームの死を史実からどのように変えたのだろうか｡

ラシーヌは『ミトリダート』の序文でプルタルコスを引用し､モニームの

出自を説明している｡女王にするというミトリダートの約束を信じた彼女は､

王の印たるヘアバンドを受け､彼と結婚したが､王はやがて彼女に死ぬよう

に命令した｡その伝えを聞いたモニームはヘアバンドを外し､首に巻きつけ､

首を吊り死のうとした｡しかしバンドは切れてしまった｡ミトリダートの誓

いのように当てにならず､死ぬことにも役に立たないヘアバンドに彼女は唾

を吐くと､宵宮に自らの首を切らせようと差し出した｡このように､史実で

は､モニームは王の命令により死んでいる｡それもこの悲劇の幕の開くずっ

と前に死んでいた｡婚約者の息子クシフアレスとの間にも恋愛関係は実際に

はなかった｡ラシーヌに先行するラ･カルプルネッドの『ミトリダートの死

山脇けゐ肋(1637年)』にも､モニームとクシフアレスは登場してい
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ない｡この2人が実在したとはいえ､父親の婚約者モニームに恋する息子ク

シフアレスという設定は､ラシーヌの創作である｡コルネーユが自ら作り出

した挿話ゆえに『ロドギューヌ』.に愛着を覚えていると告白したように､伝

統や史実から物語が逸脱する部分にこそ､作者の個が凝縮されているはず｡

モニームとクシフアレスの挿話は従って『ミトリダート』の中で最も注意深

く読まなければいけないものである12｡

モニームが､ラシーヌによって筋立てのなかに取り込まれたとき､彼女は

プルタルコスが伝える女性とは異なっている｡彼女は､王が命令したから死

のうとするのではない｡愛するクシフアレスが死んだと思い込んだから､死

を選ぶのだ｡｢クシフアレスは死んでしまった｣､彼女はそう言うと､愛す

る人に再び会うために､最も早く死者の国に降りていける道を求めた｡彼女

は愛のため死を選んだのだ｡

モニーム

死は絶望に1つ以上の道を開きます｡

そう､あなたたちが､私を不当に助けようとして

基への最も早い道を閉ざしても無駄なこと｡

私はあなたたちの腕の中にすら死を見つけるでしょう13｡

このモニームの姿は､後に｢より遅い道を通って死者の国へ降りていこう｣

としたフェードルの対極に位置するものである｡むしろ彼女は私たちがすで

に見てきた17世紀に入って変容したフェードル､テゼの婚約者であり､自ら

の愛がイポリットの死を招いたことを後悔しながらも､イポリットを追いか

けて死んでいったフェードルに似ている｡モニームも愛の殉教者の1人であ

ったのだ｡彼女は首を吊って死のうとしたが､王の印たるヘアバンドが切れ

てしまい､死ぬことができなかったことは史実のままである｡この時､初め

て王から死ぬようにという命令が届く｡ミトリダートは彼女に毒を送り､自

殺するよう強要するのだ｡この毒が｢王の意思を伝えるもの14｣であった｡

彼女は､この王の意志を嫌がることなく受け入れる｡死ぬことは彼女自身が

望むことであったからだ｡王から命令されたとはいえ､モニームが毒を飲む

のは､強制されてのことではなく､自らの意志に基づいてのことであった｡

1ユラシーヌの『ミトリダート』を考えるとき､2人の兄弟の葛藤という点でコルネー

ユの『ニコメード批0用虐鹿』も考慮に入れなければいけないだろうが､後者には｢毒｣
というテーマが見られないのためここでは扱わないことにする｡
15MmE,価肋わぁ吼hO.CりadeV醍血ei,Ⅵ1500･1503.

14臓d.,adeV5血e錨,Ⅵ151葛.
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モニーム

ああ､なんと喜ばしいことでしよう｡

それを私に｡アルカスよ､私にそれを送ってくれた王にお伝えください､

王の好意が私に与えてくださった贈り物のなかで､

もっとも貴重で､もっとも望んでいたものを与えてくださったと｡

ようやく､息をつけます｡天は私を

生き続けさせようとする余計な手助けから解放してくれました｡

天は一度だけ､私が私自身の主人として､

思いのままに自分の運命を決めることを許してくれたのです15｡

｢強制されることなく､心から喜んで自ら死んでいくというだけで十分であ

る｣とラシーヌがクレオパー･トルについて語っていたことを思い出そう｡モ

ニームも心から喜んで毒を飲もうとしたのだ｡このモニームの誇り高さは､

コルネーユの悲劇のヒロインに共通するものを持っている｡ラシーヌはクレ

オパートルの死に見られたのと同じような偉大さをモニームの死に与えよう

としているようだ｡この偉大さは､生命を賭してもなすべきことがあると考

える意志の強さから生まれたものに他ならない｡『ロドギューヌ』では､ク

レオパートルは自らの命より､復讐を大切にした｡モニームもまた命を賭し

てもするべきことがあったから､喜んで死んでいこうとしたのだ｡さて､剣

と飛び散る血が恋の情念の表象であったように､自死の道具は､その自死の

理由と密接な関係を持たされていると考えられる｡クレオパートルの毒は､

自らが飲み､それを相手に飲ませることで復讐しようとした毒であった｡そ

れに対してラシーヌのフェードルが飲む毒は､イポリットの無実を証明し､

後悔していると告げるために飲んだ毒であった｡モ●ニームの毒も､フェード

ルの毒と同じ役割のために飲まれるものである｡毒は過ちを償うために使わ

れている｡毒を飲むとき､彼女は､死んだと思い込んでいるクシフアレスに

向かってこう言うのだ｡

モニーム

嫉妬深い運命によって､あなたは

あなたを憧れるこの心と結ばれることはありませんでした､

英雄よ､私が生を終えるにあたって､

あなたと同じ基のなかで結ばれたいと言うことも私はしません､

この賛を受け入れてください｡そして今､

15乃fd.,V1519-1526･
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この毒が私の想い人の流した血を償ってくれますようにⅠ`｡

モニームはクシフアレスの流した血を､与えられた毒をもって償おうとし

たのだ｡彼女は､2人が愛し合づているということを､ミトリダートに告げ

てしまったため､クシフ~ァレスが死ぬ羽目になってしまったのだと信じてい

たのだ｡2人の愛という秘密は隠しとおすべきであった｡彼女は､自分が恋

人の命を奪ったのだと､自責の念に駆られている｡確かに秘密の告白は､害

をもたらす行為だ｡しかし､『フェードル』におけるエノーヌの遺言という

偽の告白ほど有害なものではない｡エノーヌの謹言は､フェードルを守ると

いう有益な目的のためとはいえ､結果的にはイポリットの死を招き､フェー

ドルの死の原因ともなる有害なものである｡モニームの告白はそうではない｡

クシフアレスは死なないであろう｡モニームもまた｡

モニームとクレオパートルは､ある目的を遂行するために死すら恐れるこ

とはないという魂の偉大さを持っている点において似ているが､この2人に

は決定的に違う点がある｡それは､クシフアレスの死の償いをしようと言っ

た彼女が実際に毒を飲むことはなかったのだ｡モニームが毒を飲もうという

その瞬間､過ちに気が付いた王が命令を取り消すために送った使者が登場し､

彼女を止める｡『ミトリダート』において､毒は威力を発揮することはない｡

実は､この悲劇は毒の無力さをめぐる物語でもあるのだ｡そのことはミトリ

ダートその人が十分に示していることではなかろうか｡毒は彼に対して無力

である｡何故ならば､彼は毒に対する免疫を得ているのだ｡

ミトリダート

なんということ､最も親しい人々の裏切りを恐れ､

ありとあらゆる毒に対し､私はわざわざ備えてきた｡

ながく､苦しい努力の簾果､私は､

最も恐ろしい毒の威力すら押さえ込むことができるようになった17｡

この毒には強い彼にも弱点があった｡それがモニームへの愛情という毒で

ある｡

ああ､危険な愛の矢を退けて､

老いて冷えてしまった心を

毒におかされた情熱で満たされないようにしたほうが､

l`乃fd,Ⅵ1537-1542.

17肋吼牒加ⅠⅤ血ev1417_1420.
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賢く､幸せなことであったのではなかろうか18?

ヴェニュスの息子アムールが放つ矢には愛という名の毒が塗られている0

勿論､それは常套句でしかない｡それが単なる常套句でなくなるのは､この

愛の毒が実際の毒との対比において使われ､やがては､その毒ゆえにミトリ

ダートが実際の毒を飲まなければならなくなるようにラシーヌが作為したと

きである｡この毒､モニームへの愛情という毒は､ミトリダートにとって実

際の毒よりも危険なものだ｡この愛情という毒のため､嫉妬に目がくらんだ

彼は息子であるクシフアレスを殺そうとした0そしてクシフアレスが父の怒

りを避け､宮殿から離れている時にローマ軍との戦いがあり､ミトリダート

は敗北することになった｡もしミトリダートが嫉妬に駆られず､クシフア

レスを手元においていたならば､彼は戦に勝ったかもしれないとラシーヌの

戯曲は思わせる作りになっている(史実としては､クシフアレスはこの軌こは

参加しておらず､なんの関係もない)｡｢愛情｣と｢毒｣の関係がはっきりと､

｢毒でおかされた情熱｣との詩句に打ち出されている0｢愛情｣は｢毒｣と

もなる｡このことは記憶しておかなければいけない○後で､フェードルの愛

情が毒となり､テゼの宮殿を汚していくのを私たちは見ることになるのだ｡

ミトリダートに話を戻そう｡愛の毒の結果､クシフアレスを追放し､戦に破

れたミトリダートは救いを毒に求める｡彼はモニームに毒を飲むことを要求

する｡愛の毒を彼に盛ったモニームは毒で死ななければいけない｡そして自

らも毒を飲んだ｡しかし､皮肉なことに､彼が望んだ効果を待るのに､毒は

役に立ってはくれなかった｡愛という毒のため､実際の毒を飲まなければい

けない羽目におちいったミトリダートは､その毒では死ぬことはできない｡

裏切ることのないものだと信じていた敦死性の毒も､免疫を持つ彼に威力を

発揮することはないのだ｡

アルバート

訝仁立たない励/ナだ と王は言われました､忍ぼ庶好しすぎたのノ巴

全丁の轟から身を守ろうとして､

忍ばそこから揮らカ∂ぼヂの雁まで失っ丁しまったl,｡

この免疫のため､死ぬために､ミトリダートは剣でわが身を突き刺さなけ

ればいけなかった｡さて､毒による救いが得られなくなった時､別の救いへ

柑肋dv.142l-1424,傍点輩者｡

19動丘,adeVs¢血eivⅥ157写-15錮･
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の道がミトリダートに開けている｡クシフアレスとの和解である0もし王が

毒によって死んでいたならば､彼はクシフアレスと和解することはなかった

であろう｡この時､そもそもの原因となったモニームへの愛という毒も無力

化されることになる｡王はクシフアレスとモニームの結婚を許し､死んでい

く｡彼は､実際の毒を克服したように､比喰としての毒をも克服したのだ｡

モニームへの愛情という毒に始まるこの悲劇は､この毒の克服で終わる｡『ミ

トリダート』は毒の克服を主題とする悲劇と読むことができはしないか｡そ

れに反して､毒を克服することができないことの悲劇が『フェードル』とな

るであろう｡そこで比喩としての毒と実際の毒の威力が存分に発揮されてい

るのを私たちは見ることになる｡

ラシーヌはドービニヤツク神父の『演劇作法』を読み､それについて考察

することで､舞台上での毒による自死の効果を理解していた｡最大の効果を

得るために､毒は瞬時に死なせるものであってはいけないと彼は考えたのだ｡

毒は､飲む者に､自らの意志を実行させるだけの時間を与えるものであるべ

きである｡例えば『ロドギューヌ』のクレオパートルが復讐しようとした時

のように｡｢心から喜んで｣目的を達成しようと､死を選ぶとき､登場人物は

ある偉大さを獲得する｡フェードルもまた､テゼの前に現れたとき､毒をす

でに飲んでいた｡彼女は､命を賭してもイポリットの無実を訴えようとして

いた｡彼女は剣よりも遅く死者の国へ降りる道を選択した｡その死は重みの

ないものでは決してないだろう｡

ラシーヌが『フェードル』の5年前に書いた『ミトリダート』におけるモ

ニームの死は､ドービニヤツク神父の『ロドギューヌ』批判に対する一つの
答えであった｡モニームもクレオパートルと同じように､喜んで毒を飲む｡

彼女は､死んだと思い込んでいるクシフアレスを追いかけていくことを欲し

ていたのだ｡その意味では､モニームはイポリットを追いかけて死者の国へ

降りていく､セネカ以来の伝統の情熱的なフェードルに似ている｡しかし､

同時に､モニームが飲む毒は､彼女が犯したと考えている罪､クシフアレス

を殺す結果を生んだ秘密の暴露という罪､を償うものでもあった｡ラシーヌ

のフェードルが後にするように､彼女は罪の償いをしようともしていたのだ｡

この意味において､モニームは17世紀のフェードルたちと､ラシーヌのフェ

ードルの結節点であった｡

モニームの飲む毒は､王によって命令された毒である｡王はモニームへの

13



愛情という毒に犯されたゆえに､彼女に毒による死を宣告しなければいけな

くなったのだ｡『ミトリダート』は毒を中心に回っている｡しかし､裏切りを

恐れ､毒への免疫をっくっている王には毒は効かないため､この悲劇におい

て､寿が効果を持つことはない｡毒に救いを求めようとしても｢死｣という

救いは得られないかった｡だが､そのため彼は息子と和解することができ､

モニームとクシファレスが結ばれることを許すことができた｡彼は実際の毒

と同時に､比喩としての毒をも克服したのだ｡

2 メデとシルセ､太陽の娘たちと毒

ラシーヌの『フェードル』において､彼女が犯した罪を悔いながら死んで

いく際に､魔女メデの毒が重要な役割を果たしているのを私たちはすでに知

っている｡この章ではラシーヌがフェードルの神話にもたらしたメデの毒と

いう変更点がどのような効果を生み出しているかを､さらに詳しく調べるこ

とにしたい｡そのために､まずこのメデの毒が17世紀フランスの舞台の上で､

どのような意味を持ちえたかを､この毒の起源を参照しながら考えることに

しよう｡

魔女メデは､太陽の息子にしてコルキスの王アイエテスの娘である｡母パ

シフアエが太陽の娘であったフェードルとは､従って､血縁関係になる｡

このフェードルの叔母の生涯のさまざまな側面で毒が登場している｡

ジャゾンが黄金羊毛を求めてコルキスにやってきたとき､メデは彼に恋を

する｡彼女は魔法の力でジャゾンの手助けをし､その後､彼と結ばれた｡ピ

エール･コルネーユの『黄金羊毛ム上托血併=往九(1661年)』がこの時の話を
舞台化している｡しかし､この英雄は彼女を捨て､コリントスの王クレオン

の娘クレクーズと再婚しようとした｡嫉妬に狂ったメデは､復讐を考え､恋

敵のクレクーズに毒を塗った服を贈った｡その毒はクレウーズの身を焼きつ

くす｡彼女は裏切り者を更に苦しめようと､自らの子供を殺し､宮殿に火を

放つと､竜の背に乗り飛び去っていく｡私たちがメデの名前を聞くとき､ま

ず最初に思い出すのが､復讐のために自らの子供をすら犠牲にするこのメデ

の姿であろう｡17世紀フランスではメデのこのエピソードをピエール.コル

ネーユが悲劇(1639年)に､マル=カントワーヌ･シヤルパンチエとトマ.コ

ルネーユがオペラ(1693年)に､ロンジュピエールが悲劇(1694年)にそれぞれ

している｡

14



さて､毒の表象を調べようとしている私たちが､この話でまず注目すべき

ことは､液休である毒が火を点けるということである｡毒は恋敵の身を文字

通り焼き尽くす｡

哀れな王女様がその服を身に着けるやいなや､

彼女は死なんばかりに激しい熱を感じました｡

火が突然燃え上がり､その火の粉はいく筋にも分かれ

あなた様の死を招く贈り物の上を走りました､

クレオーヌ様と王様はその火を消そうと､身を投げ出されました､

しかし､またしても嘆き悲しまなければいけないことでしょう､

この火は王様を捉え､王子棲も同時に

同じ炎のうちに包まれてしまわれたのです20｡

こわことを覚えておく必要がある｡後で見るように､メデの姪､フェード

ルもまた､その身を焼き尽くす毒に苦しむことになるからだ｡不義､近親相

姦の恋という毒に､彼女は燃えることになるであろう｡だが､毒は火を点け

るだけではない｡『フェードル』において､フェードルに火を点けるのが毒

ならば､その火を消すのも毒である｡フェードルは自らの不義の恋の炎を消

し､罪を清算するために､メデの毒を飲むだろう｡その毒は彼女の燃え上が

る血管を通り､｢死につつある心臓に､かつて知ったことのない冷たさを投

げかける｣ことであろう｡火を点けることが可能な液体としての毒は､液体

ゆえに火を消すこともできるという二重性を持っているのだ｡

火を点ける毒､そしてその火を消すこともできる亀毒は常に相反する側

面をもっている0もともと毒は､ギリシア語では馳am血)n(毒･薬)であった

ように､薬と表裏一体のものであった2l｡フユルチエールの辞書による毒の

定義にある｢毒は食物の反対のものである｡何故ならば食物は生命を保つの

に役に立っが､毒は生命を破壊するものだからである｣は､案の定義にある

｢薬は食物の反対のものである｡何故ならば食物は肉体と変化するが､毒は

肉体を悪いほうへ変化させるからである｣という定義と対をなしている｡毒

と薬は同じものでしかない｡｢あるものにとっての薬は､他のものには毒と

なることがある｣のだ｡

毒が薬にもなるように､メデもまた二重性を持った人物である｡彼女は､

20pierreCORNEILLE,Midie,in0･C,t.l,aCteV;schei,Vl1325-1332.

ヱ1p血nに関して臥Je弧STAmB馴S吼エビ加地血∫由叫《NRFE血s》,

Galhmazd,1989,JacquesDERRIDA,Ladissimil"don,く(TeJQuel》,SeuiL1972を参凰

15



太陽の娘として光り輝く人物であると同時に､嫉妬ゆえに恋敵を殺し､自分

の子供たちまで殺すことのできる血にまみれた人物でもある0彼女の使う

毒･薬はまさに彼女の二重性を象徴している｡毒も薬も同じものの裏表でし

かない｡使い方によってのみ､毒となるか薬となるかは決まる｡メデの術も

益になることもあれば､事になることもあった｡彼女の術はかつて黄金羊毛

を守っていた竜を眠らせ､ジャゾンを手助けした22｡彼女のおかげでジャゾ

ンは栄光を獲得することができた｡実際､彼女以外にジャゾンを助けること

ができるものはいなかった｡｢もしあなたが彼女の心を掴んでいないのなら

ば､何もあなたの役に立つもあはないでしょう｡もし､彼女の心を掴んでい

るのならば､何もあなたを害するものはないでしょうB｣との言葉は偽りで

はなかった｡ジャゾンが黄金羊毛を手に入れた後､メデは彼と結ばれた｡こ

の時の彼女には明るさがある｡ピエール･コルネーユの『黄金羊毛』がルイ

14世の｢結婚を祝う｣ために上演されたのも､この明るさゆえのことであろ

う｡

だが､ジャゾンが彼女を捨てたとき､メデは死を招く人物になる｡彼女の

術は恋敵を毒殺した｡そして彼女は我が子すら夫に復讐するためには殺すこ

とのできる人物ともなるのであった｡

ジャゾンと別れたあとのメデに起きたことを､リュリーとキノーのオペラ

24『テゼ乃ゐ`e(1675年)』が教えてくれる｡ここにメデとフェードルの接点

があるのだ｡キノーはオウイディクスの『変身物語』第7巻の逸話から着想

を得ていたようだが､『変身物語』は､トマ･コルネーユによる翻訳がでる

など､17世紀フランスではよく読まれていた25｡それによると､我が子を殺

nc£如01loniosde馳odeちd曙∂乃動坤略Cb血ⅠⅤ.ピエール･コルネーユの『黄金羊毛』

では､メデは自ら竜の背に乗り､黄金羊毛を取ってきている｡
23coRNEIuE,Piem,LaTbisoT,dVTlinO.C,tIII,aCteI,SChevi,V･629J30･

封オペラと悲劇は基本的にジャンルが異なるものであるが､この小論の目的は『フェ

ードル』における毒がどのような役割を呆たしたのかを調べることにある｡そのため
に直接ラシーヌがどのような効果を生み出そうと試みたのかを調べるのと同時に､17

世紀フランスの観客が｢メデの毒｣という言葉が舞台上で発せられるのを聞いたとき､

どのようなことを連想しえたであろうかということを調べることは､重要である｡従

って､当時の観客が持ちえた教養全て(その中には当然オペラも含まれる)をコーパスに
するべきだと考える｡また1672年リエリーが王立音楽アカデミーの特権認可状を得て

から､オペラは人気を呼んでいた｡『フェードル』はオペラに対する､悲劇からの1

つの答えであったとデルマスは指摘している(DELMAS,Christian,La叫′thoLqgjedbT,S

空垣塾in叫功βヱ嗜虐e一物鵬e血〃g由地点∂如か呼血ち0組如e,加○ち1粥5,p･2傘l･)｡このた

め､この悲劇を考える際に､音楽悲劇(オペラ)のことを考慮しないわけにはいかない｡

25レイモン(ぬimond)､シャルル･ド･マサック(C血1csdeMassac)､ルヌアールP･
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したメデはアテネの王､エジェ(アイゲウス)のもとへと逃げて来ていた｡子

供が授からずデルポイの神託に伺いをたてたが､その意味が分からず苦労し

ていたエジェをメデは助けてくれたので､メデを庇護するという約束をこの

アテネの王はしていたのだ｡アテネでメデはエジェと結ばれる｡そこへエジ

ェの息子テゼがアテネに到着した｡エジュはテゼが自分の息子であることを

知らない｡かつてトレゼーヌの王ピッチクスの娘アイトラと契り､子をもう

けたが､その子が生まれる前にアテネに戻らなければいけなかったため､彼

は自分の息子の顔を知らなかったのだ｡テゼも､まず実力で王の息子に相応

しいと示すことを欲したため､親子の名乗りをまだしていない｡そのことに

気が付いたメデは､テゼが王位を暮奪しようとしているとエジェに謹言し､

父親に息子を毒殺させようと企んだ｡

テゼは毒の盛られた杯を飲もうと片手に取り､もう片方の手で剣を引き抜

き､王に忠誠を誓おうとする｡そのとき､王はテゼの剣を見て驚く｡アイト

ラと別れる時､生まれてくる子が男子であれば､アテネの王位継承者にしよ

うと思い､いつの日か彼がアテネに来たとき我が子だと分かるように剣を渡

していたが､テゼの持っている剣がまさにその剣だと王は気が付いたのだ｡

彼はテゼがまさに飲まんとしていた杯を払い落とす｡自分の企みが失敗した

ことを理解したメデは逃げ出す｡正当なる後継者であると認められたテゼは､

アテネの王となる26｡

『テゼ』と『フェードル』の対比は極めて目立つものである｡『テゼ』の

物語で､エジュは息子のテゼを彼に与えた剣のおかげで救うことができた｡

ェジェはその剣をテゼが持っていることで､彼が自分の息子だと気がつき､

知らないうちに自分の息子に毒を飲ませて殺してしまうという惨劇を逃れる

ことができたのだ｡それに対して､テゼは自分の息子のイポリットを､剣の

ために失うことになる｡テゼはその剣が息子の近親相姦の罪の言い訳のでき

ぬ証拠と信じた｡フェードルが愛を打ち明け､拒絶された.とき､自らの行為

を恥じ､イポリットの剣を奪い死のうとした｡フェードルの手に残されたそ

の剣をフェードルの乳母エノーヌが藷言に利用し､息子がその剣で夫婦の裾

を犯そうとしたとテゼに信じこませたのだ｡さて､この剣は､父テゼが息子

であるイポリットに与えたものである｡

Renouard)､ピエール･デュ･リエ(PierreduRyer)､トマ･コルネーユ(ThomasCorneille)､

バンスラード(Ⅰ弘aC血B郎餌甘de)などがこの物語の翻訳をだしていた｡

2`キノーの『テゼ』と同じ主題で16朝年にラ･セール(LASERRE)が､1700年にラ･

フォツス(LAFOSSE)が悲劇『テゼ』を書いている｡
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テゼ

彼が狂った情熱の道具にした､その剣には確かに見覚えがある､

もっと気高いことに使うようにと彼に与えた剣だ27｡

セネカ以来､この剣は｢細やかな浮き彫りの施された､高貴な象牙の輝く

この柄､まさしくアテナエのわが一族に伝わる家宝遜｣といわれるものであ

った｡この剣がテゼの父親がテゼに与えたものと同じものと考えるのことは

それほど無理なことではない｡いずれにしても､ラシーヌの悲劇の観客にと

ってイポリットの剣は､大当たりした音楽悲劇『テゼ』の剣､テゼが命拾い

をすることになる剣をすぐに思い起こさせるものであったはず｡剣は矛盾す

る2つの役割を果たす｡Pb血が毒にも薬にもなるのと同じように､同

じ剣が生かしもするし､殺しもする｡1人の息子は救われ､もうl人は命を

失う｡

この神話にキノーはある変更を加えており､その変更の結果『テゼ』は注

目に催する作品となっている｡『フェードル』との間にある相似関係が生ま

れるのだ｡キノーはメデに義理の息子を愛させたのである｡メデとフェード

ルは､おたがいに義理の息子を愛するという共通項で結ばれることになる｡

これはキノーの独創であった｡セネカの悲劇でイポリットがフェードルとメ

デを比較していたが､それによると悪女メデも近親相姦の罪は犯していなか

った｡すでに見てきたように汐､イポリットはフランスの舞台に立つように

なってから､恋をするように変わっていったが､神話のイポリットは､すべ

ての女性を嫌悪し､呪い､避ける男性であった｡彼にとって､メデ1人で女

性が諸悪の最たるものであることを十分立証するものであった｡

ほかの女のことは言うまい｡アニゲクスの妻となった

あのメデア1人で十分であろう､女が呪われた族であることの､証にば○｡

しかし､義理の母親であるフェードルが彼のことを愛していると知ったと

き､彼は父テゼのことを羨む｡何故ならば､テゼの義理の母親であるメデは､

テゼを毒殺しようとしただけだが､フェードルは近親相姦の罪へと彼を誘う

からだ｡フェードルは｢コルキス出のあなたの継母メデアよりも､もっとひ

27RACⅣE,用虚血卓上軸ゆ略ad8ⅠVs血ei,Ⅵ1009-1010.

謂セネカ､大西英文訳､『パェドラ』､『悲劇集1』､西洋古典草書､京都大学学術出版

会､1997年､p.393｡

汐拙論『『フェードル』における死の表負の変遷血

30セネカ､『パェドラ』､p.366､5`3-5占4行｡
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どい継母､もっとひどい女31｣であった｡従ってメデも近親相姦の罪だけは

犯していなかったと考えられる｡キノーは､このメデに､義理の息子に相当

するテゼを愛させた｡17世紀のフェードルたちが｢適切さ｣から､テゼの婚

約者になったのと同じように､アテネに来たメデは王と結婚の約束を交わし

ているだけであるが､メデ､フェードルの類似は明らかである｡キノーのメ

デは義理の息子に恋をすることで､神話のフェードルに近づいている｡メデ

とフェードルは姻戚であるというだけでなく､行動もまるで双子のようであ

る｡魔女メデは若き王子に恋をする｡しかし､父親の婚約者である彼女の想

いをテゼは受け入れることはない｡イポリットがアリシーを愛しているよう

に､テゼはエグレ姫を愛している｡そして不幸なことに､たとえメデが天地

を動かす力を持っていようと､その力は愛されるための力とはならない｡

私が望めば､地獄も武器を取る｡

だが､人を恋の炎で燃えさせることはできない､

私の最も強い魔法も彼を強制することはできない｡

ああ､私を恐れさせるための魔法なら十分すぎるほどあるのに､

私を愛させるための魔法などほとんどないのだ32｡

愛させる術を知らないメデは､愛を受け入れないテゼに復讐しようと､テ

ゼが王の地位を狙っていると偽りの告発をする｡メデの姪のフェードルも､

テゼの息子イポリットに恋をする｡イポリットもフェードルの想いを拒む｡

神話のフェードルも報われぬ恋を復讐しようと､イポリットを蔑言していた

3㌔2人の息子の運命は異なった結束を迎えたが､原因は同じ､義理の母親が

息子に抱く不義の愛情であった｡彼女たちはその愛が受け入れられないと逆

恨みし､嫉妬に狂い､義理の息子を読書する｡フェードルとメデは､確かに

同じ血筋の生まれである｡

さて､メデは更にテゼへの復讐を進める｡彼女はテゼの父親のエジェに自

分の息子を毒殺させようとするのである｡このことも重要である｡太陽の娘

たちは魔法としてのm以m嶽onの術を知っている｡そして､彼女たちはかな

わぬ恋にPb訂皿止皿を使い対処しようとする｡しかし､この媚薬であり､毒

でもあり､薬でもある肋血onによって彼女たちは決して癒されることは

31同上､p.37g､`,7行｡

32QUrNAUILThゐ占e,AdeII,SCheLChristopheBallard,1677,P.21.

i】ラシーヌのフェードルは復号のため親書するのではない｡籠言は乳母エノーヌの役

割であった｡エノーヌは彼女を助けるため､イポリットを詮言したのだ｡
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ない｡愛の前では､彼女たちの術の力は無力なものとなる0メデの魔法は彼

女を愛させることができない｡そして､彼女の毒も､受け入れられない愛の

復青の役には立ちはしない｡

リュリーとキノーによるオペラによって､私たちはフェードルがどこから

毒を入手したのかを知ることができる｡｢メデがアテネにもたらした毒｣と

は､メデがテゼに飲ませようとした毒であったのだ｡ラシーヌの『フェード

ル』の中でメデの名がでるのは､フェードルが死ぬときに｢メデがアテネに

もたらした毒｣を飲んだと告げる場面だけである｡しかし､オペラ『テゼ』

の成功をまだ記憶に留めている観客にとって､メデとフェードルの関係は明

らかなものであったであろう｡テゼ､イポリットは親子2代にわたり､太陽

の娘である義理の母親の不義の愛という毒に苦しむ運命にあった｡

オウイデイクスによると､メデがテゼに飲ませようとした毒は黒海の岸辺

から持ってきたトリカブトの毒であったようだ｡トリカブトはアコニチン(ア

ルカロイド)を含み､嘔吐､下痢､呼吸困難､手足のしびれ､呼吸麻痺などの

激しい中毒症状を引き起こす毒草であるが､この毒草は地獄の犬ケルベロス

をエルキュール(ヘラクレス)が地上に引きずりだした時､ケルベロスの口か

ら出たものだという｡

抵抗にもかかわらず､エルキュールはケルベロスに日の光を見させた｡

この怪物は､後ろを振向き､

恐ろしい太陽の光を避けようとしたが無駄だった｡

強い光に恐怖を感じ

怪物は飛び跳ね､激昂し吠えた｡

そして､怪物の3つの口から､大量に

首の毒の死を招く種が流れ出るのであった34｡

フェードルが最初にラシーヌの悲劇に登場した場面のことを思い出してお

こう｡彼女は日の光を見ることを望みながら､その目は日の光にくらみ､す

ぐにまた隠れることを欲する｡彼女は自ら求めた日の光を憎んでいるかのよ

うであったお｡後に詳しく見るように､日の光を恐れるフェードルもまた近

親相姦､不義の恋､そして遺言という｢毒｣を撒き散らすであろう｡

太陽の娘であるメデは､恋に破れたとき､毒に頼る｡彼女は夫ジャゾンを

34nom娼CORNEILLE,ん触桝叩ム∂∫g∫d伽血,T･ILu¢gちBron叫1`9g,p.116-117.

35RACrNE,Ph占dbe(軸ob鹿,aCteI,SC血eiii,V.165-168.
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奪ったクレウーズに毒を塗っ冬服を贈った｡その毒はクレウーズを焼き尽く
す｡そして､彼女はまた義理の息子テゼに恋をしたが､受け入れられず､彼

を毒殺させようとした｡ここで､もう1人の太陽の娘の神話を取り上げてお

きたい｡彼女もまた､愛する人の心を得ることができないと悟ったとき､恋

敵を毒殺しようとした｡シルセ(キルケ)である｡

シルセと､メデの父アイエテス､フェードルの母パジフアエは､太陽神ヘ

リオスと大洋の女神ペルセイスから生まれた｡シルセ､メデ､フェードルは

全員､太陽神の血を受け継いでいるのだ｡シルセも姪のメデと同じ名高い魔

女であった｡黄金羊毛を守るため､アイエテスは｢姉妹のシルセ､娘のメデ

という博識の2人の魔女の魔法によって､獲得を不可能なものにしようとし

た3`｣ほどであった｡彼女が住んでいたアイアイエ島では､彼女を怒らせた

ものは動物に変えられた｡オデュッセクスの一行を豚に変えたのも彼女であ

る｡ここで取り上げる挿話では､彼女は恋敵を毒で怪物に変えてしまう｡1670

年代には､立て続けに太陽の娘たちを主人公にした悲劇が登場しているが､

この恋に苦しむシルセを描いているトマ･コルネーユとドノー■ド｡ゲィゼ

の｢音楽つきの機械仕掛けの悲劇｣『シルセCf〝叫1675)』も､その1つであ

った｡音楽は20年後に同じトマ･コルネーユの『メデ』のために作曲するこ

とになるシヤルパンチエである｡この機械仕掛けの悲劇は成功を収めたよう

だ｡｢今まで､この悲劇の重要な装飾である機械ほど､美しく､驚くものを

人は見たことがなかったから】7｣と､トマ･コルネーユは成功の原因を分析

している｡当時のオペラと機械仕掛けの悲劇では､｢真実らしさ｣を重要に

した悲劇と異なり､神々が空を飛び､悪魔が出てきて魔女を手助けするなど

のスペクタクルが許容されていた｡例えば､キノーの『テゼ』でもメデは舞

台上に悪魔を呼び出し､毒を作っていた38｡メデ､シルセの神話は悲劇より､

オペラもしくは機械仕掛けの悲劇に相応しいものであったようだが､おなじ

太陽神の娘であるフェーードルの神話もオペラにするのが難しいということで

もなかった｡実際､1733年にべルグランとラモーがフェードルの神話をオペ

ラ『イポリットとアリシー軸8み鹿gf血血g』に作り変えたとき､ペルグラ

ンは｢オペラの舞台を飾るのに､これほど相応しい題材はないように思えた

39｣と言っている｡キノーの『テゼ』でも､フェードルとメデの神話の類似

3`pi町¢CORNEIu凰Ex弧孤血血乃加〃dりr,p･20琶･
37ThomasCORNErLLE,ArgLmCddeCiTTi,P･176･

3書評細は拙論｢『王女メデ』:17世紀オペラと悲劇における｢異教的驚異｣の表象｣

『仏語仏文学研究』第20号､東京大学仏帯仏文学研究会､p.3-19を参軌

39simonJosephPELLEGRm,Hbob,LeetAricie,VDelormel&Fils,1757,P.iii.
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を考慮すれば､フェードルの神話をオペラ化したものと考えることすらでき

るだろう｡オペラと悲劇は､神々､魔法などの異教的驚異を描き出すやり方

において異なっていたことを考えれば､魔法を使う太陽の娘たちの神話は､

確かにオペラに相応しい神話であったのかもしれない0しかし､そうであれ

ばあるだけ､悲劇ではどのようにこの神話が扱われたかが重要な問題となる

だろう｡悲劇では､魔法などの異教的賛異は直接舞台上に乗せることはでき

ない｡言葉によって､異教的驚異を描き出すしかなかったのだ｡例えば､オ

ペラでは｢毒｣は悪魔たちが実際に舞台に出てきて調合することができる｡

しかし悲劇においては､｢毒｣を調合しようとする時でも､悪魔たちは言葉に

ょって舞台上に呼び出されるだけだ｡逆に言えば､悲劇は言葉によって異教

的驚異を呼び出すことができるものであるということである｡｢毒｣という言

葉が発せられた時､その言葉は単なる物質としての毒を指し示しているので

はない｡それは後ろに控えているさまざまな神話を参照することを要求し､

なにかを呼び出している｡それが一体､何を呼び出しているのかを見極める

ことがこの小論の主題なのである｡

さて､『シルセ』であるが､再び題材をオウイディクスの『変身物語』巻

14にとっている｡海の神グラウコス40はニンフのシラ(スキュラ)に恋をした

が､彼女の心を得ることができず､シルセの助けを求めた｡ところが､魔女

シルセはダラクコスを愛してしまう｡彼女は彼に愛されようと､魔法を使う

が､メデの魔法と同じように､彼女の魔法は恋には役に立たない｡嫉妬する

シルセは､復讐しようとシラが水浴びする泉に毒を仕掛ける｡

泉の水が盛り上がり､逃げようとする

シラの上に落ちてきて､包み込んでしまいました､

その水は彼女を見るもおぞま㌧い姿に変えてしまったのですヰ1｡

毒により怪物に変えられてしまったニンフは海に飛び込み､姿を消してし

まう｡シルセもまた恋敵を殺すのに躊躇しない情勲に突き動かされる女性で

あった｡

このシルセもメデと同じく両義的性格を所有する人物であった｡確かに､

ヰ0グラクコスは太陽の娘たちの神話と奇妙に関係が深い｡シラとシルセの物語の前に､

彼はすでにバッカスと唐ばれていたフェードルの姉妹アリアーヌに恋をしている｡ま

た､彼はアルゴノートの冒険の手助けもしていたのである｡
41TLomasCORNEmLE,Ch&,aCteV,SC血cv,血`VreS,Gen畠ve,ShtkineRcprids,1970,P･

655.
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彼女はグラウコスの愛を得られなかったとき､恋敵を殺す｡しかし､彼女は

他人の罪を清めることができる人物でもあったのだ｡メデがジャゾンと逃亡

する際､父アイエーテスの追っ手を足止めようと､彼女は自分の弟アプシュ

ルトスを八つ裂きにしていたが､その罪を清めたのがメデの叔母シルセであ

った42｡PbaⅡn止皿の術を知る太陽の娘たちは恋敵を毒を使い､殺そうとする

暗い側面と､役にたつ明るい側面を持っている｡それはP血血onの毒と薬

の二面性に相当するものである｡おなじ太陽の孫娘であるフェードルにもこ

の両義性は受け継がれているに違いない｡次の章以降では､そのことを調べ

ることにしよう｡『フェードル』において､彼女が飲んだ毒以外にも毒があ

ふれていることにも注意しなければいけない｡｢なんと不吉な毒を､愛は王

の館に降り注いだのだろう43｣とイポリットが言っているように､『フェー

ドル』では､彼女の不義の愛そのものが毒であるのだ｡

3 ユノーヌの役割

メデとフェードルの間には近親関係以上に相似関係が存在する｡だが､フ

ェードルはメデのように義理の息子を殺そうとしたのではない｡確かに､イ

ポリットも太陽の孫娘である義理の母親フェードルの愛情を拒んだため､死

なねばならなかった｡しかし直接にこのフェードルの不義の愛という毒がイ

ポリットを殺したのではない｡彼は父テゼの呪いにより現れた怪物が原因で

死ぬのだ｡そして､この父親の呪いを引き出したのが､イポリットが父の裾

を力ずくで汚そうとしたという偽りの報告である｡この謹言もまた『フェー

ドル』において毒の役割を果たしているのである｡不義の愛という毒につい

て調べる前に､この毒について調べることにしよう｡まずラシーヌの悲劇で

蔑言という行為を任されているフェードルの乳母がどのような役割を果たし

ているかを考えることにしたい｡ラシーヌは蔑言について｢この卑劣な行為

は､乳母にこそ相応しいもののように思えた｡乳母はより卑しい傾向の持ち

主であろうからだ｡44｣と語っている｡

では､エノーヌとは誰であろうか｡彼女はフェードルの分身であり､フェ

ードルの心の奥に隠されている暗い欲望を体現する人物である45｡この乳母

42APOLLONIOSde馳odes,ATgOnOZLtiqzLeS,ChantIV,

4ユRACTNE,PJ,占dreeLHwob,te,aCteIIt,SC由evi,V.991-992.

劇J吼I乱心mNE,旭cedef伽加eJ物叫喚p.害17.
45charlcsMAURON,L7nconscientdansZbuvreetZaviedeRacine.ChaJnpion-SladdJIe,

19鮎,出.,1957,p.15g.
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は愛をイポリットに打ち明けるようにと助言した｡そして､その愛の告白が

効果を生まず､さらにテゼの帰還によりフェードルの愛そのものが不可能な

ものになったのを見るや､イポリットを遺言するように助言する｡エノーヌ

が助言することは､フェードルが望んだことである｡フェードルは分身の助

言にすがりつく｡しかし､この助言を受け入れても､どこにも行き着かない0

もともとが不可能な愛にはどんな助言も有効ではなく､ただ無垢のイポリッ

トの命を奪うだけであった｡自分の欲望の望みが全て消え去ったと気づいた

とき､フェードルは自分の分身を見捨て､彼女が毒を盛ったと非難している0

ェノーヌの口から出てきた助言は役に立たないどころか､害にしかならなか

ったと彼女は言う｡

フェード′レ

何を言うのか?何という助言をおまえは与えようというのだ｡

そのようにおまえは私に最後まで毒を盛ろうというのか､

そのようにおまえは私を破滅させたのだ4占｡

エノーヌはフェードルの乳母であることによって､｢母｣でない｢母｣､

フェードルの義理の母親と呼んでよい存在である｡｢娘｣がイポリットへの

不義の愛という毒に苦しむ時､この｢娘｣の欲望を担う｢母｣も毒をばら撒

くのだ｡キノーの『テゼ』と異なり､『フェードル』ではイポリットの義理

の母親が蔑言という毒を使うのではない｡イポリットの義理の母親の､その

また義理の母親が毒を使うことになるのだ｡毒を使うものが､l代ずれるこ

とにより､フェードルの罪は弱められたものになる｡ラシーヌはフェードル

を｢まったくの無実でもなく､まったくの有罪でもない｣人物として描き出

そうとしていたことを思い起こそう｡エノーヌは緩衝装置として存在してい

る｡全ての罪は乳母エノーヌになすりつけられる｡｢天が私の胸に､死を招

く炎を植え付けました｡後は唾棄すべきユノーヌが全てやったこと47｣とフ

ェードルはエノーヌに罪をきせるのだ｡

しかし､イポリットの命を奪うことになる讃言について､｢彼女はこの嘘

の告発を､フェードルの命と名誉を救うためだけにしたのだ亜｣ともラシー

ヌは言っている｡このことは重要である｡命を奪う読書はもともとは役に立

つことを目的としていたのだ｡エノーヌの助言する偽りの告発は毒にも薬に

4`M肘E,朗d加eJ方如ゆ招,鵬eIV鑓血¢鴫v1307･1309.傍点筆者｡

47劫d,a血Ⅴ駆血ev軋v1625_1626.
48n偽∝ルg17-g柑･
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もなる円迫m止皿であった｡先鱒どのフェードルがエノーヌを責めた台詞も､

なんとかして｢娘｣の死を思いとどまらせようとして､ユノーヌが言った言

葉｢別の見方で見れば､この罪も許されるものです｡あなたは愛しているの

です､運命に打ち勝つことはできません49｣という｢薬｣に答えたものであ

った｡ユノーヌは､フェードルの命を守ることしか考えていない｡彼女がフ

ェードルに与える助言はすべて彼女を救おうという意図を持つ｢薬｣であっ

たのだ｡だが､その｢薬｣は役に立たず､｢毒｣となり､エノーヌは､フェ

ードルに見捨てられる｡そのとき､彼女には生きていく理由が見つけられな

くなる｡彼女には道は1つしか残されていない｡深い海に飛び込み死を選ぶ

しか50｡

ユノーヌの薬が決して有効なものとならないこと､有益たることを望みな

がら毒にしかならないことを､順を追って確かめることにしよう｡最初にフ

ェードルの命を脅かしていた毒は､彼女がイポリットに抱く不義､近親相姦

の愛であった｡そのために彼女は死を望んでし■､た｡しかし､毒がイポリット

への愛情ならば､薬となるのもイポリットである｡最初は絶望していたエノ

ーヌは､テゼの死の知らせを聞くと､まずフェードルにイポリットへの恋の

炎を正当化してみせることから始める｡

生きてください､もはや非難すべきことはありません､

あなたの恋の炎も､普通の恋の炎になりました｡

テゼ様は亡くなられると同時に､あなたの恋の炎を恐ろしい罪にしていた

結婚の絆を解消してくださいました｡

イポリット棲もあなたにとって､前ほど恐るべき方ではなくなりました｡

罪を犯すことなく､彼にお会いになることもできるのです51｡

イポリットに愛を打ち明けるように､エノーヌは助言するのである｡愛の

毒に苦しむフェードルを助けるためには､この毒を体の外にだすしかないと

エノーヌは知っていたのだ｡だが､この助言･薬は効き目がなかった｡イポ

リットがフェードルの愛を受け入れなかったからだ｡｢人が決して聞いては

ならないことを私は言ってしまった52｣ため､名誉を失ったと考える彼女は､

エノーヌが彼女に与えた助言を問題にする｡

4タ撤d,adeIV血evi,V1296-1297,
50J鋸d,a血Ⅴ,血ev,Ⅴ.1465-14鵡.

乃fd.,aCbLs虚meちⅤ.34,一354.

乃fd.,ad8Ⅰ札血ei,Ⅴ.742.
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フェードル

おまえは衰えつつある私の力を呼び起こし､

口から逃げ去ろうとしている私の魂を

おべっか使いの助言でもって､生き返らせたのだ53｡

何故生き返らせた､｢何故､私の死のうという意図を邪魔した54｣とフェ

ードルはエノーヌを古間する｡それに対して､エノーヌは弁明する｡｢娘｣

の命を救うためなら､彼女はどんなことでもするであろうと｡

エノーヌ

ああ､無垢であろうと､罪深かろうと､不幸から

あなたを救うためだったら､私がしなかったことなどあるでしょうか55｡

フェードルにはこの弁明を受け入れるしかない｡一度､エノーヌの薬を受

け入れてしまったフェードルは､｢おまえの言うことすべてを認めよう､私

はおまえに期待するしかない56｣と､エノーヌ以外に頼るものはなにもない

のだから｡フェードルは､今度は自分からェノーヌに薬を要求する｡エノー

ヌ自身は先ほどの会見でイポリットが決してフェードルを愛することはない

であろうということに気が付いている｡彼女は､フェードルに彼を諦めるよ

うに説得しようとしているし､｢フェードル様が今､私と同じように見るこ

とができますならば57｣と嘆きもする｡しかし､彼女を救うためならどんな

ことでもェノーヌはするということを知っているフェードルは､エノーヌが

イポリットへの愛の橋渡しをすることを望み､それ以外は｢もはやその時で

はなくなっている5g｣と強要するのだ｡イポリットのことを忘れられないフ

ェードルには､イポリットの愛情以外に彼女を癒すものはない｡フェードル
はユノーヌにもう一度､彼に話をして欲しいと頼む｡フェードルはイポリッ

トが森のなかで育ったため､愛を知らないから自分の愛を拒絶したと考えよ

うとしたのだ｡愛を知れば､きっと自分のことを愛してくれるだろうと彼女

は期待した｡勿論､彼女は思い違いをしている｡イポリットは愛を知ってい

た｡彼はアリシーを愛しているのだ｡後でそのことを知り､フェードルは衝

撃を受けることになるだろう｡

53乃fd,V76針771.

封乃止,Ⅵ747.

55肋d,Ⅴ.773-774.

56月ガd‥Vgll一客12.

57Jあ祀,Ⅵ7鮒.

畑乃止,V765.
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フェードルの願いは聞き入れられることはない｡エノーヌがイポリットに

話をする必要もなかった｡死んだと思っていたテゼが帰ってきたため､イポ

リットへの愛そのものが､再び禁止されたものに戻ってしまったのだ｡しか

も､ユノーヌの先程の薬によって､状況は前よりも悪くなっている｡今やイ

ポリットはフェードルの不義･近親相姦の愛を知っている｡フェードルは｢王

の名誉を傷っける愛を､恥ずべきことに告白してしまった59｣ため､夫であ

る国王テゼがイポリットから話を聞いて､彼女の罪を知るのは時間の問題で

あると信じこんでしまった｡この点でも､彼女は思い違いをしている｡後で

見るように､フェードルが不義の愛の告白､読書と口を開くことによって不

幸を招くのならば､イポリットはその秘密を話さないことによって不幸にな

る人物であるからだ｡しかし､もしイポリットが話さないとしても､この壁

が､この天井が声を出し訴えるであろうと信じる彼女は死ぬしかないと思い

込む｡それも幕が開いたときとは異なり､名誉を失って｡それも全てはエノ

ーヌが原因だ｡

フェードル

今朝､私が死んでも､人は悲しんでくれた｡

私はおまえの忠告に従った､そして名誉を失い死ぬのだ朗｡

このように非難されても､フェードルから罪を負わされることなどエノー

ヌにとってなんでもないことだ｡それよりも､フェードルがまた死を望んで

いるということが彼女には問題であった｡どうして彼女の｢娘｣が死ななけ

ればいけない｡彼女が死ぬ必要があろうか｡そうだ､イポリットに罪をなす

りつけてしまえばいい､ユノーヌはそう考える｡

エノーヌ

こちらから彼を訴えましょう､

彼があなたに着せることのできる罪を彼に着せましょう丘1｡

フェードルのイポリットへの愛情という毒が､彼女の命を奪おうとしたと

き､エノーヌはイポリットへ愛を告白することを薬としてフェードルに助言

した｡愛という毒は､愛という解毒剤しか持たない｡しかし､その薬は毒と

なり､今やフェードルは不義･近親相姦の愛情が国王に暴露されることを怖

59臓d.,adem,SC血elll,Ⅴ･g33･

60臓d.,Ⅵ宣37一名3$･

の肋d.,Ⅵ引貼一濫g7.
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れ死のうとしている｡秘密の暴露が毒となるのであれば､薬･解毒剤となる

のも､秘密の暴露である｡エノーヌはイポリットがフェードルに対して近親

相姦の愛情を抱いているという(虚偽の)秘密を暴露することで､｢娘｣の命

を救おうとする｡エノーヌにしても､無垢のものを遺言しようというのだか

ら良心の呵責を感じていないわけではない｡｢私も心が痛みます`2｣と彼女

は言う｡しかし､それよりもフェードルの命のほうが大切だ｡ユノーヌが施

そうとした蔑言という薬以外に､｢娘｣の命を救うすべはない｡

エノ､-ヌ

しかし､この惨めな薬なくしては､あなたを失うことになる以上､

あなたの命は､私にとってこ何物にも勝る価値を持つのです8ユ｡

エノーヌのこの薬に､フェードルは再び頼るしかない｡

フェードル

おまえのしたいようにするがよい､おまえに任せる｡

混乱の中にいる私には､なにもできない糾｡

不幸なことに､ユノーヌが薬だと思ったものはまたもや効果がない｡効果

がないどころか､それは毒となり害を与えていく｡薬は毒となり､また薬を

必要とするという連鎖反応を生成し､『フェードル』の物語の原動力となっ

ていくのだ｡そして､この連鎖反応の原因は､もともとフェードルの抱いて

いる愛情(毒)は癒すことが不可能なものであることにある｡この悲劇で薬は
決して役に立つことがない｡薬は毒になるしかないのだ｡フェードルはその

ことを最初から承知していた｡彼女は最初にイポリットと会って以来､恋の

毒に苦しんでいた｡そのときの｢私は見ることも､話すこともできなくなっ

た､体が凍え､そして燃え上がるのを私は感じた`5｣という彼女の症状は､

毒に犯されたものでしかないだろう｡後述するように､彼女の愛は､愛の女

神ヴェニュスが太陽の一族にかけた呪いが原因である｡フェードルはこの女

神を祭り､捧げ物をし､呪いから逃れようとした｡しかし､それも無駄なこ

と｡女神の呪いは太陽神の一族が生きている限り続く｡この愛という毒は致

死性のものであり､解毒剤は存在しない｡｢癒すことのできない愛の､無力

`Z乃fd,Ⅵ紗5.

dま乃正,Vg97-g9暮.

朗乃祀,Ⅴ.911-912.

`5乃近,a血ts血eiiもⅤ.275_276.
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な薬よ6`｣と､彼女は薬の無力.さを嘆いていた｡実際､一度は不公平な継母

が前の妻の息子を嫌っているように見せかけて､イポリットを遠ざけたが､

その用心も無駄になっていた｡残酷な運命は､夫テゼ自身が彼女をイポリッ

トの住むトレゼーヌへ連れてくることを欲したのだ｡アムールの弓矢による

傷は､イポリットの姿を再び見るや､開いてしまう｡

剥き出されたままの傷口からは､すぐに血が出はじめた｡

もう私の血管の中に隠れた恋の情念ではない､

ヴュニュスが全力で餌食に取り掛かっているのだ`7｡

ここでもう1つ注目しておかなければいけないことは､傷から入った恋の

情念という毒は最初､彼女の血管の中に院許していたということである｡フェ

ードルは自らの命を絶つとき､｢メデがアテネにもたらした毒を､飲み､自ら

の燃えるような血管に流し込んで8暮｣いた｡毒は彼女の血管を通り､心臓を

止めることによって､罪を清め､太陽の光に明るさを取り戻させるだろう｡

毒は毒によってしか､癒されることはない｡

さて､致死性の毒に犯されたものは治ることがないと知っていながらも癒

されようと､藁にもすがろうとする｡『フェードル』の悲劇は､そこから始ま

ったとも言える｡フェードルは乳母の助言(愛をイポリットに告白すること､

イポリットを遺言すること)にすがりつこうとする｡しかし､乳母の助言は､

一時的に偽りの希望でフェードルの命を保つことに成功するだけだ｡癒され

ることは決してない｡そして､希望を心に抱いてしまえば､その希望が打ち

砕かれたときの絶望は大きい｡その希望の偽りに気づかざるをえなくなった

とき､彼女を癒そうと解毒剤を処方したエノーヌは､フェードルにとって唾

棄すべき存在となった｡だからこそエノーヌは毒を盛ったと非難されること

になったのだ｡『フェードル』は､愛という毒が薬を必要とし､それがまた

毒となる連鎖反応の物語と読むことができるのである｡その連鎖反応の中心

にエノーヌがいる｡この悲劇はユノーヌがいなければ､始まらないものであ

るのだ｡このエノーヌの存在価値はその助言に集約される｡従って､エノー

ヌの助言(毒･薬)をフェードルが聞くことを拒否し､｢私はもうおまえの言う

ことを聞かない`9｣と宣言したとき､エノーヌは｢彼女の役に立とうとあら

``乃fdっⅥ2書3.

`7J桝dっⅥ30小306.

朗乃fd.,ぬeV鑓血eⅥちVl`37-1`3衰.

`9乃fd･,adeIVs血evi,Ⅵ1317.
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ゆることをして､何もかも捨てたというのに､このような報酬しか得られな

いのか70｣と嘆き､死を選ぶしかなかった｡そして彼女は海に飛びこみ､死

んだのだ｡

エノーヌはその助言ゆえにフェードルに｢怪物71｣とまで呼ばれた｡彼女

が飛び込んだ海からは､やがて本当の怪物が生まれ､イポリットを殺すこと

になるだろう｡この怪物こそエノーヌの蔑言という毒が産みだしたものだ｡

フェードルの母パジフアユが産んだ怪物ミノタクロスをイポリットの父テゼ

が倒したのに対し､フェードルの｢母｣エノーヌが産んだ怪物はテゼの息子

イポリットを倒すことになるのだ｡

ここまで､エノーヌの使う薬が毒にもなるし､薬にもなる両義性を持つも

のであることを見てきたが､実はエノーヌ自身も両義性を持つ人物であった｡

このことを理解するためには､もう1人のエノーヌの話をしなければいけな

いだろう｡17世紀の観客はエノーヌという名前を聞いたとき､このもうl人

のエノーヌのことを思い起こしたはずなのである｡17世紀に広く読まれてい

たオウイディクスの『有名女性たちの手紙月掛戯払』に河の神の娘エノーヌ

からパリスへの手紙が含まれているが72､このエノーヌがここで問題の人物

である｡1670年にトマ･コルネーユが出版したフランス語韻文による『オウ

イディウス選集Pf～c郎血由f即dり両虎』にも､エノーヌからパリスへの手紙

を含まれていた乃｡勿論､ここで､ラシーヌが乳母の名前を何処から得たの

かということを問題にするつもりはない｡そうではなく､エノーヌの名前が

当時の観客にどのような効果を無意識のうちに及ぼしえたかという可能性を

問題にしたいのだ｡フェードルの乳母には､神話の河の神の娘と類似すると

ころがあるであろうかということが焦点となる｡

トロイア王プリアモスとへカベの息子パリスは､生まれてくる子が破滅を

もたらすという予言のためイデ山に捨てられ､羊飼いたちによって育てられ

た｡3人の女神のうち誰が最も美しいかという争いをパリスが裁定したのも

イデ山においてのことであった｡彼はヴェニュスに黄金の林檎を勝利の証と

70臓d,Ⅵ1327-132g.

71肋d,Ⅵ1317.

7ヱジャン･ポミエはラシーヌがこの手紙からェノーヌの名前を取ったのではないかと

示唆しているQJeanPOMMIER,《Lbistoirclitt6raiTedbncouple叫gique》,inA乎eCtSゐ

月dd那,N泣叫1954,p.339.

73ThomasCORNEILLE,Pi虐ceschoisiesdVvi血,ChudeBarbin,1670,PP.111-138.この翻

訳には､本来含まれていたフェードルからイポリットへの手鰍ま含まれていない｡
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して与えていた｡パリスは､そ.の後､王の子と認められ､受け入れられるこ

とになったが､王の代理としてスパルタに送られた時に､メネラオス王の妻

ェレーヌ(ヘレネ)に恋をし､彼女をさらっていってしまった｡その為ギリシ

アとトロイアの間に戦争が勃発したことを知らないものはいない｡この王子

はイデ山に追放されている間に､ケプレン河神の娘､ユノーヌと恋に陥り結

婚していた｡しかし､ヘレネに目を奪われたパリスは､彼女のことを思い出

すこともなくなっていく｡オウイデイクスの作品のエノーヌがパリスに宛て

た手紙とは､パリスの不実を訴えるものであ卑のだ｡

このユノーヌであるが､注目すべきところはパリスとの挿話ではない｡か

ってアポロンが彼女に恋をしていたことがあったということに注目しなけれ

ばいけない｡

ネプチューヌとトロイアの壁を作るようにラオメドンに使われた噂､アポロン

は河の神の娘エノーヌの美しさに魅了され､彼女を犯した｡この不正に対する

恨みを和らげようと､アポロンは彼女に薬学を教え､どんな病気でも治せる術

を与えた丁4｡

従って､もうl人のユノーヌは癒す術を心得ていたことになる｡彼女はア

ポロン75から教えられ､草木の根を治療に使うためのありとあらゆる知識を

身に付けていた｡しかし､彼女の術は万能ではない｡パリスに捨てられたと

き､彼女の術は何の役にも立たなかったのだ｡

しかし､この光に富む知識も

私が感じている動揺を和らげることはできないのです｡

私の術によって誰もを救うことができるのに､

私は私自身を救う術を持ってないのです7`｡

恐るべき魔女である太陽の娘たちも薬の術を知っていた｡.そして､彼女た

ちの術をもってしても､愛する男たちの心を引きとめておくことができなか

ったことを思い出そう｡メデはジャゾンに捨てられ､テゼに拒絶される｡シ

ルセは､ユリシーズとグラウコスに拒絶されていた｡彼女たちの媚薬

74乃止,p･137･

75アポロンもフェードルの神話と関係がないわけではない｡彼の息子アスクレビオス

が､父から医術の神としての役割を引き継いだが､神話によると､彼は死せるイポリ

ットを生き返らせたため､雷に撃たれて死んでいるのだ｡
7`撤d,p･132･
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(Ph血皿)は役に立たない｡それだけではなく､彼女たちの薬は､失恋の苦

しみを取り除くこともできなかった｡彼女たちにできるのは､恋敵を殺すた

め毒を使うことだけだ｡だが､そうしたところで苦しみが癒えることはない｡

エノーヌの薬の術も､パリスを引き止めることもできない｡そして､失恋の

苦しみを癒すこともできなかった｡エノーヌと太陽の娘たちは､薬の術を知

っていても､恋の痛を癒すことができなかったという点で､結ばれている｡

3世紀頃に活躍したギリシアの詩人スミュルナのクイントクスが『ホメー

ロス後日弄』の第10巻で､パリスとユノーヌのその後を措いている¶｡この

本は16世紀終わりに人口に胎炎しているものであった｡トロイア戦争の最中

に､ピロクテテスの放った毒矢がトロイアの王子を傷つけた｡彼を救うこと

ができるのは､エノーヌただl人である｡パリスはかつての恋人のもとへ向

かい､治療してくれるよう頼んだ｡しかし､彼をまだ愛しているエノーヌは､

エレーヌを愛し続けるパリスを嫉妬心から許すことができない｡彼女は治療

を断った｡愛する男が恋敵と結ばれるのを見るくらいならば､愛する男を殺

すことを選んだのだ｡このように､有益ともなるし､害になることもあると

いう両義性の持ち主である点でも､彼女はメデ､シルセたちと似ている｡だ

が､パリスの死は彼女を絶望させる｡彼女は燃える薪の山の中､パリスの亡

骸の隣へと身を投げ出し死んでいく｡彼女は死せる恋人を追いかけて死者の

国に降りていこうとする情熱的な女性であった｡

メデ､シルセの魔女たちの蓼合と同じく､愛が問題になるとき､エノーヌ

の薬(Pbm止皿)の術は無力である｡また､メデ､シルセ､フェードルが太陽

の娘たちであるならば､エノーヌはアポロンに恋された娘である｡この神は､

ポイボス(｢輝ける｣)･アポロンとも呼ばれるため､5世紀ごろから太陽神と混

同されるようになっていた｡例えばドノー･ド･ヴィゼの機械仕掛けの悲劇

『太陽神の愛エg∫月別仙和血助Jd(1671)』において太陽神の名前はアポロン

になっている｡古典の教養を持っているラシーヌが､アポロンと太陽神を混

同したとは考えられないが､太陽王ルイ14世の治世下の観客は､太陽神がア

ポロンと呼ばれることに違和感を覚えなかったようだ｡太陽神の孫娘フェー

ドルの命を救うために薬を処方するが､結局彼女の命を奪うことになってし

まうユノーヌの姿は､アポロンの恋人であったユノーヌ､薬の術を会得して

いながら､恋の病を癒すことができなかったユノーヌを思い起こさせるもの

であっただろう｡フェードルの乳母ユノーヌは､彼女の使う薬だけではなく､

TTクイントクス､『トロイア戦記』､松田胎訳､講談社学術文庫､講談社､2000年､p.

308･334｡
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本人も毒にも薬にもなりうる人物を連想させる名前の持ち主であったのだ｡

4 フェードルの死

4.1.毒･薬の連鎖反応

毒と薬は､P血onの両面であり､使い方によってのみ､どちらになる

かが決定される｡エノーヌがフェードルに与えた薬が､毒となり､連鎖反応

を引き起こすこと､この悲劇の中心に毒･薬め連鎖反応があり､エノーヌが

その反応の中心にいることは見てきたが､この乳母が最初に治療しようとし

た毒､フェードルがイポリットに抱いた愛臍という毒はどこから来たのだろ

うか｡この章以降でそのことを問題にしたい｡

ラシーヌの悲劇をよく読んでみると､実はこの悲劇は毒の言説に満たされ

ていることに気が付く｡もともとフェードルが不義･近親相姦の愛という毒

に苦しんでいたからこそエノーヌの薬が登場したことを思い出そう｡近親相

姦の愛が毒となり､フェードルの命を奪おうとする｡それに対してエノーヌ

が薬を処方しようとする｡その時､この悲劇の幕が開いたのだ｡エノーヌの

毒･薬の前にフェードルの愛という毒が存在する｡継母の愛の告白を聞いてし

まったイポリットも､トレゼーヌで愛の毒が猛威を振るっているのに気が付

いた1人であった｡｢なんと恐ろしい毒を､愛は父さんの屋敷に降り注いだ

のだ瑠｣と､彼は嘆いている｡エノーヌの蔑言を信じた父に国を追放された

時も､彼は愛するアリシーにトレゼーヌを去り､彼とともに来るように頼み

こむ｡トレゼーヌはもはやフェードルの不義･近親相姦の愛によって汚染さ

れていたからだ｡

不吉で､汚れた土地から逃げるのです｡

ここでは徳ですら毒で汚された空気を吸っている79｡

この愛･毒の二重性は､フェードルとイポリットの神話を扱った他の作品

群では､16世紀の詩人ガルニエの悲劇『イポリット』を除いて登場しない｡

この悲劇で､イポリットは｢快楽､我らの時代の毒gQ｣を避けようとしてい

78RACm,用虐血gJ物0少喝a血札s血e扇,,91-992.

丁9乃fd,ぬ¢Ⅴ鑓血ei,Ⅵ1359-1360.傍点筆者｡

80RobertGARNIER,H卸Obde,in瓜IWC$COmPl&es,dd.RaymOndLEB宜GUE,《LesTbxtes

Fran9血》,kBellesl.細r鰯,1974,ade札Ⅵ1290.
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たが､フェードルの心に潜む｢毒を避ける別｣ことはできなかった｡まだェ

ノーヌという名前を与えられていない乳母がこの毒の危険性を要約する｡

乳母

まったくのところ､恋は蛇なのです､

静かに私たちの胸の中に入ってくるので､

気が付くことは少ないのです｡でも進入を許さないように

気をっけていなければ､そして､わずかでも遅れてしまうと､

すぐに回復の望みを絶たれて､

その毒に血液を侵されてしまうのです｡

そのときになって､校滑な猷の侵入を許したことの

過ちに気が付くのです｡それでは遅すぎますが氾｡

ラシーヌ悲劇のヒロインもこの毒の危険性を知っていた｡彼女は自らの恋

の狂乱が毒となっていることを知っている｡イポリットに恋を打ち明けると

き､彼女はこう弁明しなければいけなかったのだ｡

私は愛している｡しかし､そなたを愛しているとき､

自分自身を罪のないものと思い､認めているなどと思わないで欲しい､

卑劣にも自分にだけは寛容に､

私の理性を乱す恋の狂乱の毒を養ったとは考えないで欲しい幻｡

そうではない｡彼女が悪いのではない｡神々が｢彼女の胸の内に､血縁の

もの全てに死を招いた炎をつけたg4｣のだ｡彼女が苦しむ毒の由来について

は復で見ることにするが､ここでは彼女自身が､彼女の不義･近親相姦の愛

情を毒と思っていたことに注意しておこラ｡そう考える彼女が､毒･薬であ

るエノーヌの助言を聞き､イポリットに愛という毒を打ち明ける｡彼女の口

から出たこの比喩としての毒は､実際の毒となり出発点に戻ってくるだろう｡

テゼの館に毒を振りまいたものは､毒をもって自らの命を絶つことになるの

だ｡

毒･薬の連鎖反応としてこの悲劇を考えた場合､まず最初にフェードルが

イポリットに抱く愛の毒がある｡そのために彼女は死にかけていた｡乳母エ

ノーヌが彼女を救おうと解毒剤を処方する｡イポリットに愛を告白し､彼の

軋乃fd,adeVⅥ21粥.
8三

乃fd,ade札Ⅵ477-4衰4.
む只Aα馴E,馳血相軸〃少吟醸Ⅱ,S血叩Ⅵ673-676.
糾乃正,Ⅴ.679.
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心を手に入れるように助言しキのだ｡しかし､この助言は毒となったため､

状況は悪化する｡イポリットは愛を受け入れることはないし､なにより死ん

だと思われていたテゼが帰還して_しまったのだ｡そのため名誉を失ったと思

うフェードルは死を望む｡エノーヌは新たな薬を彼女に与える｡イポリット

に罪をなすりつけることで､フェードルの名誉を保とうとしたのだ｡この蔑

吾が､国王であるテゼをして息子を殺させることになる毒であった｡毒の効

果を打ち消そうという薬そのものが､毒となり､新たな薬を必要とする｡そ

して､その薬もまた毒となる｡この連鎖反応は､患者が完全に治癒するか､

死ぬまで続く0フェードルにとっては､それは死であった｡自らの恋のため

起きたことを知ったとき､フェードルは自分の毒が引き起こした罪を償うた

め､自らも毒を飲む｡この毒こそが､最初の毒の効果を打ち消し､日の光の

純粋さを取り戻させるという点で､最後の解毒剤となるのであった｡毒は口

から出て､口へと戻っていく0フェードルの毒による自死は､この悲劇の最

初から入念に用意されたものであるのだ｡

4.2.ヴェニュスの呪い

エノーヌを触媒とする毒･薬の連鎖反応が『フェードル』の物語を進行さ

せるプロセスであることが分かった0では誰がこの毒･薬という連鎖反応を引

き起こしたのだろうか0｢おお､ヴェニュスの憎悪よ､おお､死をよぶ怒り

よg5｣とフェードルはすぐにそれがヴェニュスの呪いによるものであること

に気が付いていた｡

私はヴュニュスと彼女の恐るべき炎に気がついた､

彼女が責めたてる血族の逃れられない苦しみに8`｡

フェードルがイポリットに抱く恋の炎は､太陽へのヴェヌスの復讐が原因

であったのだ0フェードルの不義･近親相姦の愛の炎は､ヴチニュスによって

彼女の体に植え付けられたものだ｡

ところで､ヴェニュスが復讐するときに使うものは､彼女の息子のアムー

ルの毒を塗った弓矢である㌔ヴェニュスの矢は全て自分に命中したとフェ

宜5撤d,adeI,S血eiii,Ⅴ.249.

鋸乃材,Ⅵ277-27g.

8丁おなじくヴェニュスの復讐を扱った作品にモリエールとコルネーユによる『プシシ

エA呵膵鮎(1671)』がある｡そのなかでヴェニュスはアムールに｢おまえの矢のうち､
もっとも私の気に入るものを持っていきなさい○おまえが怒りのうちに放つ矢のなか

でも最も毒を塗ったものを(プロローグ)｣と告げていた｡
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ードルも言っていた比｡イポリットと再会したとき､また血が噴き出した彼

女の傷口紗というのは､まさにこの弓矢の傷口に他ならない｡そこから毒は

フェードルの体に侵入し､血管の中を駆け回った｡そしてこの毒が彼女の胸

に炎を点けたのだ｡このような神の復讐の前では､人は無力である｡フェー

ドルも死を決意するしかない｡

ヴェニュスが望む以上､この忌まわしい血族の

最後の1人､最も惨めなものとして私は死ぬ卯｡

この炎のため死にそうな彼女を救おうと､乳母が薬を処方したのであって､

毒･薬の連鎖反応の出発点には､愛の毒により点けられた炎が存在していた

のだ｡もっともエノーヌにしてもフェードルの炎を容認していたのではない｡

この炎は太陽の孫娘に相応しいものではないと考える彼女は｢消さなければ

いけなかった炎を抱きつづけている91｣と｢娘｣を非難していた｡だが､愛

という毒により点けられた炎は､｢メデがアテネにもたらした毒｣によって

消しさられるときまで､日の光の純粋さを汚しつづけているであろう｡嫉妬

に駆られるメデの毒は恋敵クレクーズの体を文字通りに焼き尽くすことがで

きたように､毒は火をつけることができることができる｡フェードルはこの

愛の毒によりつけられた炎に悩まされつづけるであろう｡

ヴェニュスの復讐の原因の詳細については後で見ることにするが､まず『フ

ェードル』では日の光と恋の炎の対比が際立っていることを確認しておこう｡
そのこともヴェニュスの復讐に関係があるのだ｡フェードルは太陽神の一族

のl人であるのに､ヴェニュスにより点けられた恋の炎のため､日の光を避

けなければいけなかった｡

フェード/レ

私は死ぬことで名誉を守り､

日の光から､これほどまでに暗い炎を隠そうと欲したのだタ2｡

フェードルの胸の内に､ヴェニュスの復讐による恋の炎が燃え盛り､日の

光を避けなければいけなくなっている一方､フェードルが愛するイポリット

劇鮎虻mE,♪鮎加e上物`砂絶,細eI払s虚neiもⅤ.衰16.
砂臓d.,a如上$血eiii,Ⅴ.304.

90乃止,V257-25g.

別乃紘,adeⅢ,S血ei,Ⅴ.754.

タZ乃紘,孔d冶Ⅰ,S血eiiらⅤ.309.310.
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の心は日の光より清い｡詮言を信じ､彼を弾劾するテゼに､イポリットはこ

う弁明している｡

イポリット

目の光すら､僕の心の奥底より純粋なものではありません｡

それなのに､イポリットが汚らわしい恋の炎に夢中だというのですか93｡

『フェードル』には2つの愛が登場する｡イポリットがアリシーに抱く愛

情と､フェードルがイポリットに嘩く愛情である｡だがこの2つは性質が異
なるものだ｡フェードルも､そのことを承知している｡イポリットの側に太

陽はついていると彼女は知っていた｡彼女は自分の祖父である太陽の光を避

けなければいけないというのに､日の光ばイポリットとアリシーの愛を認め

ているのだ｡

天は彼らの無垢な恋のため息を認めている｡

彼らは後悔することなく愛にふけっていた｡

彼らには毎日､澄んだ明るい日の光が登っていた｡

惨めにも全世界に見捨てられた私が､

日の光を避け､光から逃れようとしていたというのに舛｡

フェードルの愛の炎は､ヴェニュスの太陽の一族への復讐によるものであ

るにも関わらず､日の光は､不義･近親相姦の愛という暗い炎を認めない｡

それどころか､日の光は彼女の恋敵とイポリットの愛を承認するかのようで

ある｡日の光と炎の光の対比により､フェードルの孤独は大きなものとなっ

ていく｡

さて､フェードルの愛の炎は恐ろしい毒をテゼの屋敷に降り注ぎ､トレゼ

ーヌの空気をも毒で汚し､エノーヌの助言という毒･薬の連鎖反応を引き起こ

す｡彼女の愛は毒という言葉に集約されるようだ｡それに対し､イポリット

とアリシーの愛は日の光に例えられると同時に､魅力(C血me)という言葉に

要約される｡アリシーに恋を打ち明けるときのイポリットの台詞｢僕を惑わ

すその魅力に打ち勝つことができただろうか95｣は､彼女の魅力の牽引力を

物語っている｡本来､イポリットはアリシーを避けなければいけなかった｡

彼女は王の敵の一族の娘であり､｢婚姻の松明が彼女のために点されること

9ユ撤dりa血ⅠⅤ,S血elちⅤ.111ユー1113.

舛乃正,ad¢Ⅳ,鎚血eⅥ,Ⅴ.123衰-1242.

,5乃fd,姐eIts血eiもⅥ523.

37



は決してない96｣のだ｡だが､婚姻の火が点されない時､逆にアリシーの魅

力はイポリットには天により強調されるものと変わっている｡｢日の光､夜の

闇､全ては避けなければいけない魅力を僕の目に描いてみせる97｣とイポリ

ットは言う｡

しかし､結局のところこのフェードルがイポリットに感じる愛情と､イポ

リットとアリシーが感じている愛情の2つは同じ所に源を有する｡

もともと魅力(Cb弧ne)とはフユルチュールの辞書によると｢それによって､

魔法使いたちがデーモンの力を借りて､自然の秩序に逆らうか､自然の力以

上の驚異的なことを行うことのできる魔睦の力｣と定義されている｡それが

｢比喩的に､私たちに大変に年に入るもの､賞賛の念で心を奪うもの｣とな

るのであって､魅力とはまず魔法のことをさす粥｡そして魅力･魔法はすぐに

愛の媚薬というm虻m止onの1つの側面に結びつくものである｡その魅力･

魔法･婿薬の反対に位置するのが､P血onとしての毒であることは言うま

でもない｡魅力･魔法と毒も同じものの両面だと考えることが可能なのだ｡

最初にフェードルの命が絶えようとしている時､エノーヌが｢いかなる魔法

(血皿)が､いかなる毒があなたの命の泉の源を枯らしたのですが9｣とフェ

ードルに尋ねたことを思い出そう｡エノーヌは､魔法と毒が同じものである

ことを知っていたのだ｡従って､フェードルの愛という毒がヴュニュスの復

讐によるものならば､アリシーの魅力もまたヴェニュスの復讐によるもので

なければならない｡イポリットの養育係テラメーヌは､自尊心から今までヴ

ェニュスを軽蔑していたイポリットが恋していると気が付いた時､この女神

が｢他の人間と同じように､彼女の祭壇に香を捧げさせるようになったのか

100｣と聞い掛けていた｡この台詞は単に比喩としてイポリットが愛を知った

という意味に終わるものではないのだ｡女神の太陽の一族への復讐は､魅力

(C血me)という魔法をイポリットとアリシーに､軸oisom)をフェードルに注
ぎかけるものであったということを意味していたのだ｡イポリットが｢父親

の宿敵の娘にして姉妹であるアリシーに対して､我知らず情念101｣を抱くこ

ともヴェニュスが仕組んだこと､彼女の復讐の一部である｡そのことによっ

9`動d.,adeL血¢i,Ⅵ110.

卯臓d.,那加払s血eiもⅥ54小545.

粥フェード′レがイポリットとアリシーの愛を知ったとき､｢彼らはどのような魔法

(Cbame)を使って､私の目をだましていたのだ(肋d,adeIVsc血evLv.1231)｣と問い掛

けている｡
9,臓d,adetsぬIe払v190.

100乃正,a血Ls血eもⅥ63-64.

101乃紘,愉ちp･…･
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て､フェードルの愛はますます不可能なものとなる｡太陽の一族の最後のl

人である彼女の絶望をさらに大きなものにすることを女神は望んだのだ｡

それほどに愛の女神ヴェニュス.は容赦がない｡女神はフェードルがすでに

敗北を認めている時､さらに追い討ちをかける｡フェードルは責め苦を逃れ

ようと､イポリットこそ愛の神を避けているのだから､彼女ではなく､彼を

こそ征脛すべきだとヴュニュスに訴えていた｡

おお､私が陥った恥辱を見ている

情けをかけぬヴェニュスよ､私は十分辱められたか｡

おまえはこれ以上残酷なことはできまい｡

おまえの勝利は完全だ､おまえの矢は全て命中した｡

無慈悲なるものよ､もし新たな栄光が欲しいのならば､

おまえに歯向かう敢を襲うがよい｡

イポリットはおまえの怒りをものともせず､おまえから逃げている｡

彼は一度もおまえの神殿に脆いたことがない｡

おまえの名前は彼の高慢な耳を傷つけるものらしい｡

女神よ､復讐するのだ｡私たちの利害は同じものだ｡

彼が愛するということだ10ユ｡

勿論､イポリットは愛に無関心な男ではない｡魅力という魔法に捕らわれ

た彼はアリシーを愛していたのだから｡フェードルがそのことを知ったのは､

ェノーヌの謹言により､宮廷を追放されたイポリットのことを父王に取り嘩
そうとした時のことであった｡イポリットは､自分に罪があるとするならば､

義理の母フェードルではなく､宿敵の娘にして姉妹のアリシーを愛している

ことだとテゼに弁明していた｡そこへ後悔の念に苦しめられていたフェード

ルが､引きとめようとするエノーヌの腕を振り切って､息子を救おうと飛ん

でくる｡自らの罪を悔いるフェードルは､イポリットとアリシーが愛しあっ

ていると知るまで､無実のイポリットを救うためならどんなことでもしよう

と思っていた｡｢私は自分を告発することすらしたであろう｡話を遮られな

ければ､恐ろしい真実が私の口から洩れさえしたであろう103｣とすら彼女は

言っている｡だが､イポリットとアリシーの愛を知らされた彼女は嫉妬に狂

い､真実をテゼに告げなかった｡その恐ろしい真実を彼女が口にしたのは､

イポリットの命が失われてからでしかない｡謹言の毒を中和するためには､

真実を口にするしかない｡丁度､フェードルが愛という毒で死にかかってい

lO三助d.,adeⅢ,血eiLv.芸13･宣23.傍点輩者｡

皿伽わ血Ⅳ,5ぬ鳩Ⅴ,Ⅴ.1200-1202.
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たとき､告白することで♪その毒を体の外に出すようにエノーヌが忠告した

ように｡それができなければ､毒は俸から出ることなく､命を奪うことにな

るであろう｡

フェードルはイポリットが愛することを知らないと考えていた｡そう思え

ばこそ､彼女は自らの恋の炎を悔いて､一度は抑えようとすることができた｡

誰も手に入れることのできないものならば辞めもつく｡しかし､イポリット

が愛することを知っているのなら､彼女を愛することだってできるはずでは

ないか｡｢消しきれなかった炎が胸の内に燃え上がる104｣のを彼女は感じる｡

押さえつけられていた炎が解放されたとき､その炎は前よりも激しく燃え上

がる｡

勿論､このように考える彼女の論理は破綻している｡イポリットが愛する

ことを知っているからといって､彼が彼女を愛さなければいけないことには

ならないのだ｡アリシーを愛する彼がフェードルを愛することは決してない｡

それどころか､イポリットが耐えられないただl人の人間が彼女なのだ｡心

の底ではそのことを自覚しているために､彼女の苦しみはさらに大きなもの

になる｡イポリットへの愛情の不可能性に苦しむだけでなく､彼女はアリシ

ーへの嫉妬にも苦しまなければいけなくなったのだ｡彼女は｢アリシーを滅

ぼさなければいけない105｣と叫ぶ｡この時のフェードルは､彼女がメデと血

縁であることを思い出させてくれるものではないだろうか｡｢私は何をして

いるのだ?私の理性はどこへ迷っていこうというのだⅠ鮎?｣と自分に問いか

ける彼女はもはや自分の感情を制御することができていない｡

｢夫が生きているというのに､自分の(イポリットへの)愛がまだ燃え続け

ている107｣のに気が付いたフェードルは絶望する｡罪に気がついていながら､

その罪から逃れることができない時､人は絶望する｡しかも嫉妬に駆られる

フェードルは､太陽の光の前で恥ずべきことに､無垢のものを滅ぼすことを

すら燃えるように願うまでになっている｡彼女はいまや不義･近親相姦の愛の

炎だけでなく､復啓の動こも燃え上がっているのだ｡

私の罪はもはや度を越えてしまった｡

私は同時に近親相姦と中傷を求めている｡

私の人殺しの手は､復讐しようと､

l糾肋d.,Vl194,

105劫d.,戚eⅣ,S血evらⅤ.1259.
10占乃fd,Ⅵ1264.

107劫止,ぬeIV,S血eⅥ,Ⅴ･1266･

40



無垢の血に清かることを､燃えるように廉っている108｡

ヴェニュスの放った毒矢は､フェードルの胸の内に愛の炎を点けた｡その
炎は､復讐の炎ともなり､いまやイポリットの命をも欲している｡イポリッ

トとアリシーの恋がヴュニュスのかけた魅力という魔法によるものである以

上､その恋に対してフェードルが感じる嫉妬､復讐心もまたヴェニュスの呪

いの一部ということになる｡女神はフェードルに復讐の苦しさをも身をもっ

て感じさせることを望んだのだ｡フェードルはこの罪の重さに打ちのめされ

た0この愛の炎を､この嫉妬の炎を日の光の下から隠さなくてはいけない｡

｢罪深いものよ､私はまだ生きているのか?私はまだ祖先の神聖なる太陽を

見ることができるのか1090｣だが､どこへ行けばよい｡死者の国の闇の中に

は､彼女の父ミノスが死後､裁判官としておもむいている｡そこで彼は娘の

罪を裁くのを待っているのだQこのようにヴュニュスの呪いはフェードルを

滅ぼしていく0彼女は息を引き取るまで不運に見舞われ続け､苦しみのうち

にその生を終えなければいけないであろう｡

｢娘｣を救おうとするエノーヌの助言が引き起こした毒･薬の連鎖反応の輪

から抜け出すために､フェードルは最終的に毒を使い自らの命を絶っ｡この

悪循環から抜け出すきっかけとなったのは､フェードルが自分に与えるエノ

ーヌの助言の両義性に気がついたことにある｡エノーヌの助言する愛の告白

も謹言も効果を発揮せず､しかも自分には恋敵すらいることを知り､フェー

ドルは愛と復讐の二重の炎に燃える｡その罪深さを怖れるあまり死のうとす

る彼女に､エノーヌは最後の薬を与えようとした｡

不当な恐れを退けてください｡

別の見方で見れば､この過ちも許されるもの｡

あなたは愛しているのです○誰も運命に打ち勝つことはできません｡

宿命の魅力にあなたは引きずられたのです110｡

この助言が問題となった0死すべき連射こある人間である以上､運命には

逆らえないではないか｡宿命の魅力(血皿Ie)には勝つことはできない｡神々

ですら愛を避けることはできないとエノーヌは主張している｡しかし､魅力

とは太陽の光に照らされるもの0フェードルが苦しまなければいけない､ヴ

4l

丑ば,Ⅵ126g-1272.

乃紘,Ⅵ1273-1274.

J鋸d.,Ⅵ1295-12粥.



ェニュスの毒矢により燃え上がった不義･近親相姦の毒･愛の炎､復讐の炎と

は相容れないものである｡魅力という日の光に､この愛の炎の原因を求めよ

うとするエノーヌの欺瞞はどうしようもなく明らかなものであった｡｢最後

までおまえは私に毒を盛ろうというのか111｣と､フェードルはついに自分が

薬と頼ってきたエノーヌの助言が毒であったことを認めざるをえなかった｡

彼女にはもはや頼るものがなにひとつとしてない｡メデの毒を除いては｡

4.3.口から放出される毒､視線の矢

ヴェニュスの太陽の一族への復讐は､フェードルだけに襲い掛かるのでは

ない｡この復讐はフェードルの母パジフアユにも姉妹のアリアーヌにも襲い

掛かっていた｡パジフアエは愛の狂乱のうちに､クレタの聖牛と交わり怪物

ミノタクロスを生んだ｡クレタの王ミノスはアテネに毎年7人の若者と娘を

送ることを課して､その若者たちを怪物の餌食にした｡アテネの後継者とな

ったテゼが､クレタ島に来て､アリアーヌの力を借りて怪物を倒す｡アリア

ーヌはテゼを愛したのだ｡結婚の約束をした彼らは､ともに島を抜け出すが､

テゼはアリアーヌの姉妹のフェードルを愛するようになり､アリアーヌを捨

ててしまう｡アリアーヌは失意のうちに死んだと伝えられている112｡太陽の

娘たちはヴェニュスの復讐を逃れることができないのだ｡彼女たちは愛によ

り苦しむ｡しかし､何故､女神は太陽の一族の娘に復讐しようとしているの

だろう?『フェードル』において､ヴェニュスの復讐による毒･薬の連鎖反応

111乃止,Ⅵ130宣.

11217世紀フランスでこの主題を扱ったものには､アレクサンドル･アルディ(刃ex皿血e

HAmY)の『奪われたアリアドネAr由血erd湧g(1624年)』､テオフイル･ド･ヴィヨー

(TL60PhiledeVIAUの『パジフアニPa咋hai(1627年)』､そしてトマ･コルネーユの『ア

リアーヌArfロ〃e(1672年)』がある｡なかでもトマ･コルネーユの『アリアーヌ』は成
功を収めた｡5年後にフェードルを演じたラ･シャンメレー嬢が､このときアリアーヌ

を演じている｡

アリアーヌはテゼに捨てられた後､バッカスと結ばれたという神話もあり､こちら

はドノー･ド･ゲィゼが『バッカスの結婚Aゐわ喝β血助c触∫(1`72年)』という機械仕

掛けの悲劇にしている｡

テゼであるが､ラシーヌの悲劇に彼が登場するのは『フェードル』が初めてのこと

ではない｡『イフィジェニー』において､彼はエリフィルの父親として名前だけである

が登場する｡彼はイポリットが持締したように､恋多き人物である｡それは演劇にお

いても同様で､ラ･セール『テゼ』ではイポリットの母親アンチオープ､キノー『テ
ゼ』ではパノペウスの娘エグレ､ピエール･コルネーユ『エディップ凪軸e(1659年)』

ではエディップの姉妹ディルセ､ラシーヌ『イフィジェニー』ではトロイ戦争の原因
となったェレーヌ､そして､ミノスとパジフアニの娘たちアリアーヌとフェードルと

結ばれている｡
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が存在することが明らかになったが､この悲劇のなかでは､誰もヴェニュス

の復啓の理由について説明していない｡
実は､女神は自分が味わったのと同じ苦痛を太陰の一族に与えることを望

んでいたのである｡フェードルの味わう苦痛はヴェニュスが味わったものと

同じであるのだ｡そのことを理解するために､まずは､この女神の復讐の犠

牲になったもう1人の太陽の娘シルセが､悲劇『シルセ』の中でこの原因を

説明しているのを聞くことにしよう｡

シ′レセ

疑うことはできない｡情け容赦のないヴュニュスが

いまだに受けた侮辱を根に持っているのだ｡

彼女とマルスの恋の炎を神々に知らせたのか

太陽神であった｡彼の証言だけが知らせたのだ｡

女神が私の胸におく残酷な愛は

受けた侮辱を私に復讐しようというものなのだlユ｡

ヴェニュスは､軍神マルスとの不義の愛を太陽神に密告されたのを恨んで

いる｡女神は太陽神の口から出た言葉によって､傷ついた｡彼女の怒りの原

因は太陽神の口にあったのだ｡

ところで､フェードルは｢メデがアテネにもたらした毒｣を｢燃える血管

のなかに流し込んだ｣時､どのように毒を摂取したのだろうか｡彼女は特に

その点について言及していないが､メデの毒が他の場合にはどのように使わ

れたかを調べることによって､明らかにすることができる｡メデは､まず恋

敵のクレクーズを殺したとき､彼女に贈ったドレスに毒を染み込ませていた｡

従って､クレクーズに復讐したときに使った毒は皮膚から吸収されるもので

あったことになる｡しかし､義理の息子であるテゼを殺そうとしたとき､彼

女は｢用意周到に毒を盛った杯I14｣を使用していた｡フェードルはこの杯を

見つけて､自死に用いたはずなので､問題の毒はロから摂政されるものだと

推定される｡彼女を死に至らしめた毒は､口から入ったのだ｡この口は､先

程見たようにフェードルが不義･近親相姦の愛という毒を告白した口である｡

愛の毒は口から放出されるものであった｡丁度､メデの毒が､日の光に当て

られたときに地獄の大の口から吐き出されたものであったように｡フェード

ルの口から放出された愛の毒は､出発点に実際の毒となって戻ってきたこと

113ThomasCORNEILLE,CiTTi,aCteIII,S血eiv,p･673,

‖4QuNAULT,Th占sie,aCteV,SCheiii,P.65.
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になる｡この出発点に奉った時の毒が､毒･薬の連鎖反応を最終的に止めるの
だ｡

この愛という毒を告白したがゆえに､毒を飲まなければいけなくなったフ

ェードルの口こそ､ヴュニュスが罰しようとした太陽神の口､女神の不義の

愛を告げ口した口である｡女神は太陽神の口から出た言葉を原因とする不幸

に対し復讐しようとしたのだ｡太陽神の孫娘のフェードルに､口から出る災

いがいかなるものであるか感じさせる､そのために愛の毒矢を放ったのだ｡

それがヴェニュスの復曹だ｡ラシーヌが『フェードル』に組み込んだ毒は､

ヴュニュスの復讐を前面に押し出す仕掛けとなっているのだ｡このことはラ

シーヌ以前のフェードルには見受けられない｡彼女たちにもヴュニュスの呪

いは降りかかっていることはいるが､剣が彼女たちの胸を貫いていた｡

もうlつの毒､遺言について考えてみよう｡遺言は､それがフェードルの

命を救う薬となると考えたエノーヌによって行われた｡エノーヌの口がイポ

リットの命を害したのだ｡｢何故おまえの不敬虚な口は､彼に罪を負わせ､

彼の命を汚すことができたのだ115｣とフェードルはユノーヌを非難している｡

しかし｢私の献身はただあなたの沈黙のみを必要とするだけですIl`｣とエノ

ーヌがフェードルに言っていたように､フェードルの協力なくしてはエノー

ヌの毒･薬は効果がなくなってしまう｡エノーヌの蔑言という毒･薬が効果を

発揮するためには､フェードルの口は閉ざされておく必要があった｡毒が口

から出るものならば､その対になる薬もまた口から出るものだからである｡

読書という毒を中和するのは､真実を口にするという薬によってのみ可能と

なる｡フェードルが口を開けば､ユノーヌの薬の効果はなくなるのだ｡だか

ら､フェードルはイポリットを助けるために罪を告白することを望んだのだ｡

それがもっとも効果的な手段であることを彼女は知っていた｡しかし､彼女

はアリシーとイポリットの愛を知り､嫉妬に駆られ､真実を口にすることは

なかった｡そのため遺言という毒の効果は消えず､イポリットは死ぬことに

なる｡籠言をしたのは確かにエノーヌだが､フェードルがそこに関与してい

なかったとは言えない｡フェードルとエノーヌは共犯関係にあるのだ｡

さて､愛の告白も､遺言もエノーヌがフェードルに与えた助言､(毒)薬で

あった｡毒･薬の連鎖反応はエノーヌを触媒としておきているのだが､この反

応もユノーヌの口から出た言葉によって起きている｡また､エノーヌの口は､

連鎖反応を引き起こすことになる言葉を最初に発していた｡エノーヌが｢イ

115乃止,adeIV別海旭Ⅵ.,V1313-1314.傍点葉音｡

11古乃止,adeⅢ,S血¢iiもⅤ.§94.
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ポリット｣の名前を持ち出した時､フェードルは乳母をrなんという名前が

おまえの口から出てきたのだ117｣と叱責している｡フェードルが日の光から

降しておかなければいけなかった愛を､この言葉が日の光の下に引きずりだ

してしまったのだ｡エノーヌはこの宿命の名前を口にしてはいけなかった｡

この悲劇では不幸をもたらすものは比喩の毒として､必ず口から放出されて

いる｡

フェードルと彼女の分身エノーヌの口から毒が放出されることと対照的に､

イポリットは沈黙を守り続ける｡口から出た毒に対しては､真実を口から語

るという解毒剤しか存在しない｡毒の被害を受けているイポリットこそ口を

開かなければいけない人物であった｡だが､彼は不義･近親相姦の愛という毒

に対しても､蔑言という毒に対しても､打を開くことはない｡

フェードルの愛の告白を聞いたイポリットは茫然とするが､そのことをテ

ラメーヌにすら隠す｡

イポリット

テラメーヌ､逃げよう｡僕の驚きは大きい｡

恐れなくして自分自身を見ることができない｡

フェードルが‥･いや､神々よ､深い忘却のうちに

この恐ろしい秘密が隠されつづけますように1柑｡

またイポリットは､エノーヌの遺言を信じた父親に不義の愛情をフェード

ルに抱いたと責められたときも､沈黙を守ることを選んでいる｡

そのように汚らわしい嘘に､当然の怒りを覚え､

僕は真実に無実を語らせるべきなのでしょう｡

しかし､僕はあなたに関係する秘密を話したくないのです｡

僕にロを閉ざさせている尊敬の念を認めてください11,｡

彼はテゼの名誉を守るため､口を閉ざしている｡アリシーに何故テゼに秘

密を打ち明けないのだと問われたとき､｢僕は日の光の下に彼の裾の恥辱を

さらさなければいけなかったのか120｣と問い返している｡

この悲劇で沈黙を守るのはイポリットだけではない｡アリシーもイポリッ

117RACINE,Ph占dreet物Ob･Ee,aCteLs血eiii,Ⅵ206.
118撤dっacteII,SChevi,Ⅴ.717-720.

119乃fdりadeIV,S血¢ii,Ⅴ.10g7-1090.

一之OJ抽,a血Ⅴ鑓血ei,Ⅵ1340.傍点輩軋

45



トと同じように行動するのだ｡イポリットの秘密は､アリシーl人が見抜い

ていた｡神々の､太陽の光の加護を受けている2人の恋人達は､言葉で言わ

なくとも､その奥を見抜くことができる｡アリシーの腹心のイスメーヌが言

うように｢語る言葉がなくとも､眼が語る121｣のだ｡イポリットとアリシー

が口を開くのはお互いの愛を｢虚言には容赦のない寺院122｣で愛を誓おうと

いうときだけである｡彼らには婚姻の松明が灯されることはない｡｢婚姻は

いつも松明に囲まれてするものでもない123｣とイポリットは言うが､彼らに

は松明の炎など必要ではない｡フェードルの不義の愛の炎と異なり､彼はこ

の愛を｢もっとも神聖なる神々の名前にかけて誓う124｣ことができろからだ｡

その愛は､神々の認めるもの､太陽の光に照らされるものであった｡イポリ

ツトは神々の前でその愛を誓うときにのみ口を開くのであって､フェードル

の積れた愛の炎を語るために口を開くことはなかったのである｡また､彼は

アリシーにも秘密を守るように要求している｡積れを知らぬアリシーのロは

毒の話をしてはいけないのだ｡

できるなら､僕が話したということを忘れてください｡

そのように純粋な口が

この恐ろしい出来事を語るために開かれてはいけないのです125｡

このため一度はテゼにイポリットの秘密を話し彼を救おうとしたアリシー

も口を閉ざしてしまう｡｢私は彼の慎みを真似し､あなたの前を去ります｡沈

黙を破ることを強制されないように12`｣とアリシーはテゼに告げ､舞台を去

る｡もし､このときアリシーが語っていたならば､イポリットが死ぬことは

なかったかもしれない｡フェードルとエノーヌが口を開くことによって､毒

をばら撒いていたのに対して､イポリットとアリシーは口を開かないことで

犠牲者となった｡沈黙こそがイポリットが死ななければいけなかった原因で

ある｡この沈黙のため､テゼと彼の間にある誤解ほ最後まで解けることがな

かった｡口から放出された毒に汚染されたとき､その効果を止めるためには､

語らなければいけない｡口を開かなければ､毒は体の中に留まったままだ｡

テゼに､もしくはテラメーヌに､フェードルの不義の愛を語っていれば､イ

1ユ1乃紘,adeII,S虚m轟ル414.

1王ユ臓d.,aCteVsc血ei.Ⅵ1394.

123乃fd.,Ⅵ1391.

1封丑吼ル1403.
1三5J鋸d.,Ⅵ134g-1350.

1之`動d,a由Ⅴ虻血e軋Ⅵ1中19-1450.
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ポリットは死ぬことはなかっただろう｡イポリットはみすみす機会を失って

いたことになる｡このラシーヌの世界でi享､黙ることは死を意味する｡イポ

リットはフェードルの不義･近親相姦の愛の告白に対しても､ユノーヌの蔑

言に対しても沈黙を守ったことにより死ぬ｡父の呪諷により海から現れた怪

物はイポリットの死の表面的な原因でしかない｡彼は愛の毒､読言の毒にか

かって死ぬのだ｡

イポリットを殺してしまったことを後悔するフェードルは死を決意する｡

彼女は罪を告白し､死ぬのだが､その時に｢剣かすでに私の運命を断ち切っ

ていたでしょう1ユ7｣と言っていた｡しかし彼女は毒を飲むことを選択した｡

ラシーヌのヒロインは､死者の国にまで愛するものを追いかけていこうとす

る神話のフェードルではなく､自分の罪を後悔し死んでいくフェードルヘと

変容していた｡また､フェードルの飲むメデの毒は､この悲劇の中心に存在

する毒･薬の悪循環を断ち切るものであった｡この意味において､この毒は薬

として役に立っている｡だが､すでにイポリットは死んでいる｡フェードル

にイポリットを蘇らせることはできない以上は､この最後の毒･･薬も彼女の

不義･近親相姦と諌言の毒の効果を完全に打ち消すことはないだろう｡この毒

が完全な薬になることはありえないのだ｡最後の毒ですら毒･薬としての両義

性を失っておらず､曖昧なものとしてある｡

メデの毒の効能を調べることにしよう｡まず毒のおかげで､彼女にイポリ

ツトの無実を証明する時間が与えられていた｡剣と異なり､毒は遅延性を特

徴とする｡毒を飲んでから､舞台に現れるフェードルは命をかけ､自らの罪

を告白した｡恋という毒がフェードルの胸の内に点けた炎を､メデがアテネ

にもたらした液体の毒は完全に消しさるものであった｡また､毒による彼女

の死は､日の光に明るさを取り戻させている｡世界は､この最後の毒･薬のお

かげで清められるのだ｡

すでに私の心穂削こたどり着いた毒は､

この死につつある心臍に今まで知らなかった冷たさを流し込む｡

すでに私はかすみを通してしか､

私の存在によって汚されている天と夫を見ることができない｡

死は､私の眼から明るさを奪い､

127伽d,adeV,S血evlちⅤ.1`33.
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私の眼が汚していた日の光に､純粋さを取り戻させるのだ128｡

彼女は死者と生者を隔てるかすみの向こう側へと移り､暗い世界への途上

にある｡残されたテゼたちは今､光の中にいる｡彼女の死によって､日の光

は純粋さを取り戻す｡日の光､すなわち太陽の光である｡ヴュニュスによっ

て太陽の一族にかけられた呪いは毒の力によって解けたのである｡

メデの毒は､フェードルが人間の｢眼によって汚していた日の光｣に純粋

さを取り戻させる｡この｢眼によって汚していた日の光｣という表現におい

ても､ヴェニュスの復讐が問題となっているようだ｡ヴェニュスがどのよう

に復讐するか思い出そう｡恋わ女神は復讐のためにアムールの毒を塗った弓

矢を用いる｡これがフェードルを傷つけた｡この矢(廿由りは視線(血)に繋が

っていく129｡フユルチエールの辞書によると《仕血〉〉という単語は､｢矢｣か

ら転じて｢比喩的､詩的に視線｡その視線が愛情を生み出すときには､それ

が心につくる傷のことをいう｣とある｡ヴェニュスの呪いによって毒に犯さ

れていたフェードルは､彼女自身が毒を振り撒くものになっていた｡ユノー

ヌの助言に従う彼女は､不義･近親相姦の愛の告白という毒を口から放出する

だけでなく､視線という毒矢も放つようになっていたのだ｡ヴュニュスの毒

矢と違い､愛を生み出さない彼女の視線は､ただ毒を撒き散らす｡太陽の口

から出た災いに苦しんだ女神は､フェードルに口からでる災いの苦しさを味

あわせるのみならず､フェードルの視線が日の光を汚すことを望んでいた｡

ヴェニュスは太陽が女神の不義の愛を見て､喋ったことを恨んでいたのだ｡

見ること､喋ることによって､太陽の一族は罰せられる｡実際､フェードル

の不義の愛は､ヴェニュスの放った毒矢によって傷つけられたことによって
生じていたものだが､この愛(毒)は､彼女がイポリットを見たときに生まれ

ている｡イポリットを見たために､彼女は愛の毒に苦しむことになるのだ｡

私は彼を見た､私は顔を赤らめた､彼の姿に血の気が引いた､

私の乱れる心のうちに､混乱が起きた｡

私の眼は何も見えなくなった､私は喋れなくなった､

128肋d,Ⅵ1639-16朋.

12,ラシーヌの演劇における視線の力関係についてはJe弧SmROBINSⅢ,血d乃eeJ血

ク¢細曾〟e血喝叫h上,αfJ両Ⅶ叫《Colle鵬onT七1》,Gdl血好色1961,1999,押･71-92を参
照｡
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私は体が凍え､燃え上るのを感じた130｡

この引用箇所は､彼女が受けた毒が､皇ず眼と口を襲ったことを明らかに

している｡ヴェニュスの復讐の⊥環であるイポリットの魅力(血皿Ie)は､彼

女の目から侵入し､フェ⊥ドルを傷つけ､不義の愛という毒に苦しませる｡

この毒が､ユノーヌを触媒として毒･薬の連鎖反応を始めるのだ｡後にユノー

ヌの薬の無力さが判明したとき､フェ⊥ドルは乳母のことを助言により｢毒

を盛った｣と非難すると同時に､｢私はイポリットを避けていたのに､おまえ

が私に彼を見させたのだ131｣と非難してもいるこ見ることにより､最初の毒

が作られる｡そして､その毒はやがて眼から口から放出されていく｡

『フェードル』の悲劇の遠因は､太陽神がヴュニュスとマルスの不義の愛

を見て､それを神々に告げ口したことにあった｡ヴュニュスは太陽神の口か

ら出た災いを恨み､復讐することを決意する｡その復讐は､太陽神の一族の

最後の娘に見ること､喋ることによる毒､その苦しみを与えようというもの

であったのだ｡実は､この女神､同じ復讐を太陽神に対してすでにしている｡

オウイディクスの『変身物語』巻4によると､｢クェヌス女神は､この密告を

忘れないで､仕返しを果たします｡秘密の恋をもらした神を､逆に､同じ恋

で痛めつけ皿｣ているのであった｡ヴェニュスは太陽神が新たなる炎に燃え

て､ルーコトエ(レウコトエ)を愛させるようにした｡全てのものを見るはず

の太陽神は､ルーコトェだけを見つめるようになる｡女神は太陽神の恋人ク

リチー(クリュティエ)の嫉妬心を芽生えさせる｡嫉妬に燃えるクリチーは､

太陽の秘密の愛をルーコトエの父オルカモスに告げてしまった｡気性の荒い

この父親は､ルーコトエを生きたまま埋め､殺してしまう｡ヴェニュスの復

讐が､フェードルに対するものと全く同じものであることに注意しなければ

いけない｡フェードルがイポリットを見て､不義の愛に苦しむようになった

ように､まず太陽神は､見ることによって愛の苦しみを知る｡そしてエノー

ヌの謹言によりイポリットを失ったように､クリチーの密告という口から出

る災いによって愛するルーコトエを失う｡ラシーヌはこの構造すらも､毒･

薬の連鎖反応を用いることによって､『フェードル』の中に取り込んでいた

のである｡ユノーヌの遺言はフェードルを救おうとしたためのものであり､

嫉妬によるものではなかったが､ユノーヌとクリチーは結果的にフェードル

130RACINE;Ph占dnet物0&te,aCteI,S血eiii,V.273-276.

Ⅲ乃fd,ad8ⅠVs血e扇,Ⅵ1312.傍点筆者｡

13ヱオウイディクス､『変身物語』(上)､中村善也訳､岩波文庫､1粥1年､p.14`｡
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と太陽神を口から出る災いで苦しめた点で同じ役割を果たしている｡エノー

ヌもクリチーもヴェニュスの復讐に振り回されていた｡ヴェニュスの復讐に

おいて､謹言､密告は太陽神の一族の愛するものを失わせる｡『フェードル』

において､ヒロインが複言をせずに､乳母がそれをおこなうことは､ラシー

ヌが言うように､蔑言のような卑劣な行為は乳母がするのが相応しいという

ことも確かにあるだろうが､それ以上にヴェニュスの復讐には､フェードル

が遺言の毒による災いを味わうことが必要であったのだ｡そのためには､神

話のフェードル達のように､彼女自身に偽りの報告をさせるわけにはいかな

かった｡乳母の役割は極めて重要なものであるのだ｡さて､謹言をする役割

を担った乳母ユノーヌは､太陽の孫娘フェードルに捨てられ､海に飛び込み

自殺する｡ルーコトエの死後､悲しみに暮れる太陽神に捨てられたクリチー

は､狂女のごとくなり､何も食べず､ただ太陽を見つめながら死んでいった｡

彼女は董によく似たヘリオトロープの花になったという｡ドノー･ド･ゲィ

ゼがこの神話をもとに『太陽神の愛(1671年)』を書いている｡1670年代に『ア

リアーヌ(1672年)』『バッカスの結婚(1672年)』『テゼ(1675年)』『シルセ

(1675年)』『フェードルとイポリット(1677年)』と太陽の娘たちを主人公に
据える芝居が多いことを見逃してはいけない｡これらの主題は､1670年代に

入り涜行し始めたオペラによく合うものであったようだ｡また､太陽王の治

世の下ということもあり､観客は太陽の神話に親しんでいたのだ｡

『フェードル』における毒の使われ方は､この悲劇の隠された主題がヴェ

ニュスの太陽の一族に対する復讐にあることを明確にしている｡エウリビデ

ス以来､この神話は愛の女神ヴュニュスに反発するイポリットに対する女神

の呪いを軸としていたが､『フェードル』では太陽の一族の娘フェードルに

対する女神の呪いに焦点が移っている｡女神は太陽の密告する口を恨んでい

るため､この悲劇は口からでる蔑言の毒･薬を巡るものとなっていた｡太陽の

娘はこの毒に苦しまなければいけなかったのだ｡

結論

『フェードル』において､毒はただの毒ではない｡その後ろには当時流行

していた太陽の娘たちに関する神話が控えていた｡その神話を含めて､読み

なおしたとき､『フェードル』は毒の悲劇として読むことが可能になる｡

｢メデの毒｣というとき､その後ろにはメデの神話､エノーヌの神話､ヴ

ェニュスの復讐に関する神話などが控えている｡ラシーヌは毒･薬という連鎖
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反応を登場させることによって､それらの神話を『フェードル』に取り込む

ことに成功していたのだ｡そのため､フ羊-ドルの死はフェードル個人の死

ではなくなっている｡宿創ことらわれた､彼女の死は神話的大きさを獲得し

ているのである｡

さて､この毒の出現はイポリットの悲劇の伝統から逸脱するものであった

が､その逸脱も実は伝統にそったものでしかないということも分かった｡作

品の中で､伝統から逸脱する要素を持ち出すとき､ラシーヌは必ず他の伝統

の中にその根拠を求めていた｡彼は意識的に､その操作を行っているのだが､

例えば､アリシーの名前についても､彼はその根拠を序文で述べなければい

けないと感じていた｡

このアリシーは私が作り出した人物ではない｡ウェルギリウスによれば､アス

クレビオスによぅて蘇ったあと､イポリットは彼女と結婚し､その間に息子が1

人生まれたのである｡そして､イポリットがアリシーという高貴な出身のアテ

ネの若い娘と結婚しイタリアに連れてきたこと､イタリアのある小さな村の名

は彼女の名前をとったものだということを何人かの著者が述べているのも私は

読んだことがあるのだlユ3｡

ラシーヌは伝統から逸脱する｡しかし､その逸脱も伝統から得られるもの

であり､その逸脱は作品により神話的な厚みを与えているものであることを､

この悲劇における毒の使われ方が証明しているのだ｡

1乃只AαNE,Prぬ¢edef伽加d物叫鴫p.gl$.

このアリシーであるが､ラシーヌと同時に同じ主題の『フェードルとイポリット』を

上演させたプラドンもイポリットの恋人の名前をアリシーにしている｡彼はこの名前

をギリシアの弁辞家フィロストラート(ピロストラトス)の『絵画』から着想を得たと言

っている(PRADON,打払00血糊虚血β相加ゆ略in乃崩加血刀環ね∫f虚血,t札嵐,

JacquesTRUCHETetAndriBLANC,《BibliothequedelaPl畠iade》,G山Iimard,1992,P･96)｡

ゲィジュネール(Blais8deVIGEN宜旺)訳によるフィロストラート(PⅢ∽STME)の

『絵画血∫f椚曙g∫8〟ね抽〃肪血pl鵬クe血如re』は1り7世紀によく読まれていた｡
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